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議 長 只今より平成２５年度第８回錦江町農業委員会定例総会の会議を開会いたします。

本日の総会は、委員は全員出席でありますが、支所担当書記の中野好太郎さんが公務出
張のため遅れるとのことであります。

錦江町農業委員会会議規則第８条の規定により総会は成立していることをお知らせしま
す。

それでは、錦江町農業委員会会議規則第２３条第２項の規定により、本日の会議録署名
委員に ２０番基委員 と １番近川委員 を指名いたしますので、よろしくお願いいた
します。

次に事務局から会務報告と説明をお願いいたします。

事務局 （会務報告と説明）

議 長 只今の会務報告について、ご質問ございませんか。

委 員 （委員からの発言なし）

議 長 ないようでありますので、以上で会務報告を終わります。
それでは附議事項に入ります。
「議案第２７号 農地転用事業計画変更申請について」 を議題とします。
事務局の説明をお願いいたします。

事務局 それでは、「議案第２７号 農地転用事業計画変更申請について」 説明いたします。
この案件につきましては、平成２５年１月７日に Ｈ 自治会の Ｎ・Ｔ さんから申

請のあった 「農地法第４条許可申請」、これは農家住宅用地への転用申請でありまし
て、同月２５日の定例総会において承認し、県へ進達して、同年２月２６日付で許可と
なったものに係る変更申請です。

住宅の規模等には変更はなく、当初計画のとおり完成しておりますが、建設位置を誤っ
て、当初計画した位置より北東側を控えてしまったことで、南側に隣接する自己所有の農
地にはみ出して完成したことから、住宅登記ができず、資金の融資も受けられない状況と
なってしまったことから、事業計画の変更申請が出されたものです。

議案第２８号の農地法第４条許可申請とも関連するわけですが、事業計画変更しようと
する土地は、

・田代川原字釜牟田３５２３番３、地目は登記簿、現況ともに田、地籍は３０㎡
次が、田代川原字釜牟田３５２５番２、地目は登記簿、現況ともに田、地籍は４０㎡
次が、田代川原字釜牟田３５６３番、地目は登記簿、現況ともに田、地籍は２０９㎡

で、３筆の合計は、２７９㎡となっています。
既に許可になっている面積と併せても５７０㎡で、農家住宅用地の許可の上限である

１，０００㎡以下でありますので、問題はないと思っております。
３５６３番が住宅が入り込んだところですが、残りの部分については農業用倉庫の建設

も検討されているようです。
３５２３番３と３５２５番２は、住宅地への通路用地目的で分筆をされたところであり

ます。
担当調査委員は、１番の近川委員です。 以上です。

議 長 ただ今、事務局から説明がありましたが、担当委員の調査報告をお願います。
１番 近川委員、お願いいたします。

1番
近川委員

今、事務局の方から詳しく説明がございましたが、１１月１８日に会長、事務局職員と
現地を確認いたしました。

農家住宅ということで、家はほとんど完成しておりまして、特に問題はないかと思いま
す。 終わります。



議 長 ただ今、担当委員から調査報告がありましたが、議案第２７号について、質問、異議等
はございませんか。

事務局 補足をします。
３ページが変更申請書ですが、変更申請書の中の１番が申請がありました住宅用地への

転用の関係の土地、地番であります。
そして、２番の事業計画変更しようとする土地というのが、今回、分筆をしまして、転

用申請するというところであります。４ページの土地分筆計画図に地番が入れてあります
が、網掛けしてあるところの３筆になります。

住宅位置を実践で書いてあるのが、出来上がった家の場所でありまして、点線で書いて
あるところが、当初計画して出来上がる予定だった位置であります。

この位置が、３５６３番の方にずれてきているということで、上がってきた申請です。

議 長 質問はありませんか。

委 員 （委員の中から「ありません」の声）

議 長 異議なしと認めます。
「議案第２７号 農地転用事業計画変更申請について」を採決します。
お諮りします。 議案第２７号は、原案のとおり決定することに異議ございませんか。

委 員 （委員の中から「異議なし」の声）

議 長 異議なしと認めます。したがいまして、「議案第２７号 農地転用事業計画変更申請に
ついて」は、原案のとおり許可することに決定しました。

次に 「議案第２８号 農地法第４条許可申請について」を議題とします。
事務局の説明をお願いいたします。

事務局 「議案第２８号 農地法第４条許可申請について」 説明いたします。
受付番号１号になりますが、この件につきましては、議案第２７号との関連で、先ほど

も説明申し上げましたとおり、農家住宅用地及び住宅地への通路用地として、転用しよう
とするものであります。

以上です。

議 長 ただ今、事務局から説明がありましたが、１番 近川委員、調査報告をお願います。

1番
近川委員

事務局から説明があったとおりであります。
別には、ございません。

議 長 ただ今、担当委員から調査報告がありましたが、議案第２８号について、質問、異議等
はございませんか。

委 員 （委員の中から「ありません」の声）

議 長 異議なしと認めます。
「議案第２８号 農地法第４条許可申請について」を採決します。
お諮りします。 議案第２８号は、原案のとおり決定することに異議ございませんか。

委 員 （委員の中から「異議なし」の声）

議 長 異議なしと認めます。したがいまして、「議案第２８号 農地法第４条許可申請につい
て」は、原案のとおり県農業会議の常任会議員会議に諮問し、許可の議決があった後、許
可することに決定しました。

次に 「議案第２９号 農地法第５条許可申請について」を議題とします。
事務局の説明をお願いいたします。



事務局 それでは 「議案第２９号 農地法第５条許可申請について」 説明いたします。
この件につきましては、前回の定例総会において審議していただきました、農業振興地

域（農地利用計画）変更申出のあった４件のうち２件について、転用申請面積が２ｈａを
超えておりまして、九州農政局との協議が必要なために、期間を要することから、県の農
業振興地域（農地利用計画）変更計画の決定前に転用の可否の方向について審議をしてい
ただくものです。

事務局 転用の理由及び内容については、いずれも、賃貸によって、太陽光発電設備を設置する
ために現況の畑から太陽光発電施設用地へ変更するものです。

事業計画の概要等についても、それぞれ、資料を添付してありますので、確認をお願い
します。

また、転用することによって生ずる付近の土地、作物、家畜等の被害の防除に関する記
載もあることを申し添えておきます。

まず、受付番号４号について、説明いたします。
本件の事業計画の概要等は、総会資料の １２ページからになります。
申請者は、 Ｔ さん、 Ｏ 市に拠点を置く事業体です。
申請地は、
・田代麓字荒田原４５８１番５、地目は台帳現況ともに畑、地籍は６，６００㎡
次が、田代麓字荒田原４５８４番２、地目は台帳現況ともに畑、地籍は５、４３５㎡
次が、田代麓字荒田原４５８４番３、地目は台帳現況ともに畑、地籍は３，０７５㎡
次が、田代麓字荒田原４５８４番４、地目は台帳現況ともに畑、地籍は１．９０㎡
次が、田代麓字荒田原４５８４番５、地目は台帳現況ともに畑、地籍は４、２４６㎡
次が、田代麓字荒田原４５８４番６、地目は台帳現況ともに畑、地籍は９４８㎡
次が、田代麓字荒田原４５８６番３、地目は台帳現況ともに畑、地籍は７，３１８㎡
次が、田代麓字荒田原４５８６番９、地目は台帳現況ともに畑、地籍は２５７㎡
次が、田代麓字荒田原４５８６番１０、地目は台帳現況ともに畑、地籍は２６２㎡で

９筆の合計面積は、２８，１４２．９０㎡となっています。
この件に関する担当調査委員は、３番の東郷委員です。

次の受付番号５号の事業計画の概要等は、総会資料の １８ページからになります。
受付番号５号の申請者は、 Ｍ さん、 Ｋ 市に拠点を置く事業体です。
申請地は、
・馬場字宝付３６０８番２、地目は台帳現況ともに畑、地籍は２１６㎡
次が、馬場字宝付３６０９番４、地目は台帳現況ともに畑、地籍は６５０㎡
次が、馬場字宝付迫３６０１番、地目は台帳は山林、現況は畑、地籍は３,７９４㎡
次が、馬場字宝付迫３６０２番、地目は台帳は山林、現況は畑、地籍は２,９５９㎡
次が、馬場字宝付３６０３番、地目は台帳は山林、現況は畑、地籍は９６１㎡
次が、馬場字宝付３６０４番２、地目は台帳は山林、現況は畑、地籍は１,４８７㎡
次が、馬場字宝付３６０７番、地目は台帳は山林、現況は畑、地籍は５８０㎡
次が、馬場字宝付３６０９番２、地目は台帳は山林、現況は畑、地籍は６５０㎡
次が、馬場字宝付３６１０番、地目は台帳は山林、現況は畑、地籍は８６３㎡
次が、馬場字宝付３６１１番、地目は台帳は山林、現況は畑、地籍は２,０６４㎡
次が、馬場字宝付３６１２番、地目は台帳は山林、現況は畑、地籍は７３９㎡
次が、馬場字村ノ後３６１７番１、地目は台帳現況ともに畑、地籍は３，３９２㎡
次が、馬場字村ノ後３６１８番１、地目は台帳現況ともに畑、地籍は９、６６７㎡で

１３筆の合計面積は、２８，０２２㎡となっています。
この件に関する担当調査委員は、１０番の平原委員です。 以上です。

議 長 ただ今、事務局から説明がありましたが、順次、調査報告をお願いいたします。
初めに、３番東郷委員、お願いいたします。

3番
東郷委員

はい。 今、説明がありましたけれども、１８日に申請者の立会いのもと、会長をはじ
め事務局の職員も一緒に現地確認に行きましたが、周りもみんなお茶を止めちょって、山
になっておりまして、周りの方にも別に問題はなく、周りのお茶を止めて山になったとこ
ろも業者の方なんかが、あそこも良いなぁ、というようなことを話していたようですが、
まず、もう周りはお茶、農業を止めちょって、山になっていますので別に問題はないと思
います。 以上です。



議 長 ありがとうございました。
次に、１０番平原委員、調査報告をお願いいたします。

10番
平原委員

ご報告いたします。
ここも先月、除外申請が出た分です。 １８日に会長はじめ事務局と調査に行ってきた

んですが、 Ｍ の方も来ていらっしゃいました。
先月説明したようにですね、太陽光発電で、筆数が１３筆になっていますが、畑は５，

６枚しかありません。拓いてですね。
１６ページに計画図面がありますが、大体このような形で据え付けるということでござ

いました。
除外申請も出ていますし、別に問題はないかと思います。 以上です。

議 長 ありがとうございました。
ただ今、担当委員から調査報告がありましたが、議案第２９号について、質問、異議等

はございませんか。

4番
木原委員

５号の所有者は何人。

10番
平原委員

２人です。

7番
牧原委員

借地料は。

18番
安水委員

２００万。２００万円ち書いちゃ。

事務局 山添の方は、反当７万円で契約されているようです。
田代の方は、年間ということで２８０万円で契約をされているようです。

議 長 他に、異議はありませんか。

委 員 （委員の中から「ありません」の声）

議 長 異議なしと認めます。
「議案第２９号 農地法第５条許可申請について」を採決します。
お諮りします。 議案第２９号は、原案のとおり決定することに異議ございませんか。

委 員 （委員の中から「異議なし」の声）

議 長 異議なしと認めます。したがいまして、「議案第２９号 農地法第５条許可申請につい
て」は、原案のとおり意見書を付して県に進達することに決定しました。

次に 「議案第３０号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農用地利
用集積計画（所有権移転）の錦江町長に対する要請について」 を議題とします。

事務局の説明をお願いいたします。

事務局 それでは、「議案第３０号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農用
地利用集積計画（所有権移転）の錦江町長に対する要請について」 説明いたします。

資料は、２４ページからになります。

受付番号６号の譲渡人は Ｙ・Ⅰ さん Ｙ 自治会の方です。
申請地は、
・神川字椎木６４２８番３、地目は台帳現況とも畑、地積は２，１４８㎡
次が、神川字椎木６４２８番１０、地目は台帳現況とも畑、地積は２，１８３㎡で、

２筆の合計は、４，３３１㎡になります。
譲受人の Ｙ・Ｓ さんは、 Ｙ 自治会の方です。
Ｙ さんの経営規模は、世帯員７、労働力２で、自作地が４４，８８９㎡で、葉たば

こ、加工用大根、甘藷を主体に経営をされています。
農業機械の所有状況は、トラクター３台、トラック２台、ＡＰ－１が３台となっていま

す。 担当調査委員は、１１番の宿利原委員です。



事務局 次に、受付番号７号の譲渡人は Ｓ・Ｈ さん Ｆ 県在住の方です。
申請地は、
・神川字大馬瀬３２４番２、地目は台帳現況とも田、地積は７４８㎡
次が、神川字大馬瀬３２６番１、地目は台帳現況とも田、地積は４０８㎡で、

２筆の合計は、１，１５６㎡になります。
この案件は、農地保有合理化事業により、公益財団法人鹿児島県地域振興公社が取得希

望者に代わって一定期間取得し、その間、取得希望者は賃貸借によって耕作し、契約期間
終了までに、買い取るものであります。

賃貸借をされる農家の情報等については、議案第３１号の利用権設定で出てまいります
ので、その時に説明します。

担当調査委員は、６番の牧原委員です。 以上です。

議 長 ただ今、事務局から説明がありましたが、順次、調査報告をお願いいたします。
初めに、受付番号６号につきましては、１１番の宿利原が報告いたします。

11番
宿利原委員

譲り渡し人の Ｙ・Ⅰ さんは、譲受人である Ｙ・Ｓ さんのおじさんです。
Ｓ さんは、認定農業者でもあり、後継者もいて、タバコ、大根を主に経営を行ってお

ります。
全ての畑をきれいに管理されて、畑も全部作っておりますので、何ら問題はないかと思

います。

議 長 次に、受付番号７号につきまして、７番牧原委員、調査報告をお願いいたします。

7番
牧原委員

ご報告いたします。
この件についてはですね、以前からあっせん申し出が上がってまして、 Ｓ・Ｈ さん

の方が、もう適当な値段で処分してくれんだろうかということで、今回、あっせんが決ま
りまして、後もって買い受け人も出て来るんですが、現在、この田んぼについては、１枚
になっております。

売り値の方はちょうど１００万円ということで、公社が買い受けをして、後もって出て
来る Ｎ さんに貸付けをするという形のものでございます。

場所は、 Ｓ からまっすぐ行ったところです。 以上です。

議 長 ありがとうございました。
ただ今、担当委員から調査報告がありましたが、議案第３０号について、質問、異議等

はございませんか。

18番
安水委員

６号の価格は。

11番
宿利原委員

申し忘れましたが、全部で２００万円です。
１０アール５０万円位です。

18番
安水委員

もう一ついいですか。
この公社の貸し付け地、１，４８５㎡ですが、これは。

事務局 今現在で、公社が所有している農地です。
Ｔ さんが借りています。 ２４年度に契約した分です。

18番
安水委員

わかりました。

議 長 他に、異議はありませんか。

委 員 （委員の中から「ありません」の声）

議 長 異議なしと認めます。
「議案第３０号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農用地利用集積

計画（所有権移転）の錦江町長に対する要請について」を採決します。
お諮りします。 議案第３０号は、原案のとおり決定することに異議ございませんか。

委 員 （委員の中から「異議なし」の声）



議 長 異議なしと認めます。したがいまして、「議案第３０号 農業経営基盤強化促進法第１
３条第４項の規定による農用地利用集積計画（所有権移転）の錦江町長に対する要請につ
いて」は、原案のとおり許可することに決定しました。

次に 「議案第３１号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農用地利
用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」 を議題とします。

会議資料のとおり、今回は、９３筆の利用集積計画について審議しなければなりません
ので、事務局の説明と担当調査員の調査報告、質疑等を８回に分けて行い、その都度、議
決を行いたいと思いますが、よろしいですか。

委 員 （委員の中から「異議なし」の声）

議 長 異議なしと認めます。
それでは、受付番号１４３号から１５０号までについて、事務局の説明をお願いいたし

ます。

事務局 それでは、「議案第３１号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農用
地利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」 のうち、受付番号１
４３号から１５０号までについて説明いたします。

資料は、２６ページからになります。

まず、受付番号１４３号の貸し人は、 Ｏ・Ｋ さん、 Ｋ 県在住の方です。
申請地は、
・田代川原字宮前３０３番、現況地目は田、地積は、１，２６４㎡ です。
貸付期間は平成２５年１２月１日から平成３１年１２月１４日まで、小作料は、籾３０

ｋｇ３俵となっています。
借り人は、 Ｙ・Ｙ さん、 Ｔ 自治会の方です。経営規模は、世帯員４、従事者

２、自作地１，７１９㎡で、水稲を主体にした経営をされています。
農業従事日数は２００日、農業機械の所有状況は、トラクター、コンバイン、田植機、

乾燥機がそれぞれ１台となっています。
担当調査委員は、１番の近川委員です。

事務局 次の受付番号１４４号と１４５号につきましては、貸し人、借り人共に同一ですので、
続けて説明いたします。

この２件の貸し人は、 Ｓ・Ｋ さん、 Ｓ 自治会の方です。
申請地は、
１４４号が、馬場字旭原４２２５番１、現況地目は田、地積は、５７７㎡
１４５号が、馬場字旭原４２２５番５、現況地目は畑、地積は、１，５５０㎡ で、

２筆の合計は、２，１２７㎡となります。
貸付期間は平成２５年１２月１５日から平成３０年１２月１４日まで、小作料は、全部

で米２俵となっています。
借り人は、 Ｓ・Ｈ さん、 Ｓ 自治会の方です。経営規模は、世帯員５、従事者

４、自作地１３，４１０㎡、小作地３５，４６２㎡で、水稲と甘藷を主体にした経営をさ
れています。

農業従事日数は２８０日、農業機械の所有状況は、トラクター、いも掘り機、軽トラッ
ク、乾燥機がそれぞれ２台と１ｔトラック、コンバインがそれぞれ１台となっています。

担当調査委員は、２番の鈴委員です。

次の受付番号１４６号の貸し人は、 Ｙ・Ｍ さん、 Ｎ 自治会の方です。
申請地は、
・田代麓字立神５１５２番５、現況地目は田、地積は、１，３９４㎡ で
貸付期間は平成２５年１２月１５日から平成３０年１２月１４日まで、小作料は、全部

で米２俵となっています。
借り人は、 Ｕ・Ｋ さん、 Ｎ 自治会の方です。経営規模は、世帯員２、従事者

２、自作地４，８４７㎡、小作地６，４０１㎡で、水稲とインゲンを主体にした経営をさ
れています。

農業従事日数は１８０日、農業機械の所有状況は、トラクター、バインダー、ハーベス
ター、軽トラック、田植機がそれぞれ１台となっています。

担当調査委員は、３番の東郷委員です。



事務局 次の受付番号１４７号の貸し人は、 Ｈ・Ｔ さん、 Ｋ 自治会の方です。
申請地は、
・馬場字木原ノ上１９７０番１、現況地目は田、地積は、３，００１㎡のうち

１，４７４㎡ で、
貸付期間は平成２５年１２月１５日から平成２７年１２月１４日まで、小作料は、

７０，０００円となっています。
借り人は、 Ｎ・Ｈ さん、 Ｋ 自治会の方です。経営規模は、世帯員３、従事者

３、自作地５３，３６０㎡、小作地１，４７１㎡で、茶、インゲン、バレイショを主体に
した経営をされています。

農業従事日数は３００日、農業機械の所有状況は、トラック、トラクター、管理機、防
除機がそれぞれ１台となっています。

次の受付番号１４８号の貸し人は、 Ｔ・Ｔ さん、 Ｍ 自治会の方です。
申請地は、
・城元字押切１４５４番１、現況地目は田、地積は、２，１２２㎡ で、
貸付期間は平成２５年１２月１日から平成３０年１２月１４日まで、小作料は、

５０，０００円となっています。
借り人は、 Ｕ・Ｋ さん、 Ｙ 自治会の方です。経営規模は、世帯員２、従事者

２、雇用が６人で１８００日、自作地４，１６７㎡、小作地３，５７１㎡で、ネギを主体
にした経営をされています。

農業従事日数は３００日、農業機械の所有状況は、軽トラック３台の他、普通トラッ
ク、トラクター、動力噴霧機、コンプレッサーがそれぞれ１台となっています。

続けて説明いたしましたが、受付番号１４７号と１４８号の担当調査委員は、４番の木
原委員です。

事務局 次の受付番号１４９号の貸し人は、 Ｋ・Ｓ さん、 Ａ 自治会の方です。
申請地は、
・神川字木原畑７６３５番２、現況地目は畑、地積は、２，９３３㎡ で、
貸付期間は平成２５年１２月１日から平成３０年１２月１４日まで、小作料は、１０ａ

当たり１０，０００円となっています。
借り人は、 Ｋ・Ｍ さん、 Ｓ 自治会の方です。経営規模は、世帯員２、従事者

２、雇用が３人で３００日、自作地１２，８２０㎡、小作地９，３７７㎡で、大根、さつ
まいもを主体にした経営をされています。

農業従事日数は３００日、農業機械の所有状況は、トラクター２台の他、タイヤショベ
ル、マニュアスプレッダ、ライムソアーがそれぞれ１台となっています。

次の受付番号１５０号の貸し人は、 Ｓ・Ｈ さん、 Ｋ 市在住の方です。
申請地は、
・神川字中之萩６６１２番１、現況地目は畑、地積は、７，６５３㎡ です。
貸付期間は平成２５年１２月１５日から平成３１年１２月１４日まで、小作料は、

１０ａ当たり１５，０００円となっています。
借り人は、 Ｔ・Ｍ さん、 Ｕ 自治会の方です。経営規模は、世帯員３、従事者

２、雇用が４人で３５０日、自作地５２，９１７㎡、小作地２１，３３２㎡で、甘藷、大
根を主体にした経営をされています。

農業従事日数は３００日、農業機械の所有状況は、トラクター３台の他、タイヤショベ
ル、管理機、大根掘り取り機、大根洗い機がそれぞれ１台となっています。

続けて説明いたしましたが、受付番号１４９号と１５０号の担当調査委員は、６番の黒
瀬委員です。 以上です。

議 長 ただ今、事務局から説明がありましたが、順次、調査報告をお願いいたします。
初めに、受付番号１４３号についてを、１番近川委員、お願いいたします。



1番
近川委員

はい。 １４５号でございますが、 Ｏ・Ｋ さんの分ですが、この方は、ご覧のとお
り Ｋ 県に在住でございます。

以前は、別な人が作っておりましたが、今回、 Ｙ・Ｙ さんが借りるということで、
新規でございます。彼も４、５年前に Ｋ 市からＵターンして、今、米作りに専念して
いるようでございます。

ほとんどすべての条件をクリアしていますので、問題はないかと思います。
水田も常時良く管理されております。意欲も十分ございます。有望な青年で、今後期待

が持てるんじゃないかと思います。別に問題はないかと思います。
以上です。

議 長 ありがとうございました。
次に、受付番号１４４号と１４５号についてを、２番鈴委員、調査報告をお願いいたし

ます。

2番
鈴委員

はい。 この案件は、以前、耕作放棄地にならないようにということで、 Ｓ・Ｈ さ
んに借りてもらったところの継続でございます。

錦江町の定める要件はすべて満たしております。前途有望な青年でございます。
何ら問題はないかと思います。 以上です。

議 長 ありがとうございました。
次に、受付番号１４６号についてを、３番東郷委員、調査報告をお願いいたします。

3番
東郷委員

はい、ご報告申し上げます。
これは継続ですが、 Ｙ・Ｍ さんは病院にいらっしゃって、田んぼはできないという

ことです。
Ｕ・Ｋ さんは、議員を辞められて、今は、夫婦で農業を一所懸命がんばっていらっ

しゃいますので、何ら問題はないかと思います。 よろしくお願いします。

議 長 ありがとうございました。
次に、受付番号１４７号と１４８号については、４番木原委員、調査報告をお願いいた

します。

4番
木原委員

１４７号につきましては、継続でありまして、 Ｎ・Ｈ さんがハウスいんげんを作っ
ております。

Ｎ さんについては、茶が主な耕作種目ですが、認定農家でもありますので、何ら問題
はないかと思います。

4番
木原委員

１４８号につきましては、親戚関係にありまして、今までも Ｕ さんが借りて、ハウ
スでネギを作っていらっしゃったわけですが、今回、利用権設定をした方がいいんじゃな
いかということで、 Ｔ さんの娘さんの方から相談を受けて、今回、利用権を結んだも
のであります。

Ｕ さんにつきましては、ここにもありますとおり、ネギが主体でありまして、雇用の
６人のうち２人は息子さんでありまして、給料を払っているというような状況で、経営も
大変安定しているようでありまして、要件も満たしておりますので、何ら問題はないかと
思います。

以上です。

議 長 ありがとうございました。
次に、受付番号１４９号と１５０号については、６番黒瀬委員、調査報告をお願いいた

します。

6番
黒瀬委員

そいじゃ、ご報告申し上げます。
まず、１４９号でございますけれども、借り人の Ｋ・Ｍ さんと Ｋ・Ｓ さんは兄

弟でございまして、この案件については継続でございます。
彼も認定農家でございまして、今、まさに大根、からいも、高菜、それぞれ面積を拡大

しながら頑張っている青年でございます。先ほどもありましたとおり、機械等も揃えてい
らっしゃる方でございまして、全ての要件をクリアしているものと思いますので、一つよ
ろしくお願いいたします



6番
黒瀬委員

次の１５０号でございますけれども、借り人の Ｔ・Ｍ さんについては、先般のたば
こ廃作農家でございますが、認定農家でもございますけれども、かんしょ、大根、高菜の
面積を相当広げていまして、説明がございましたとおり、機械については、全ての機械を
揃えていらっしゃるようでございます。

全ての要件をクリアしている好青年でございます。何ら問題はないかと思いますけれど
も、審議のほどをよろしくお願いいたします。 以上です。

議 長 ありがとうございました。
ただ今、受付番号１４３号から１５０号について、それぞれ、担当委員から調査報告が

ありましたが、質問、異議等はございませんか。

委 員 （委員の中から「ありません」の声）

議 長 異議なしと認めます。 「議案第３１号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規
定による農用地の利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」のうち

受付番号１４３号から１５０号についてを採決します。
お諮りします。 議案第３１号のうち受付番号１４３号から１５０号については、原案

のとおり決定することに異議ありませんか。

委 員 （委員の中から「異議なし」の声）

議 長 異議なしと認めます。したがいまして、「議案第３１号 農業経営基盤強化促進法第１
３条第４項の規定による農用地の利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請に
ついて」のうち受付番号１４３号から１５０号については、原案のとおり許可することに
決定しました。

次に 「議案第３１号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農用地利
用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」のうち受付番号１５１号か
ら１７１号についてを議題とします。事務局の説明をお願いいたします。

事務局 それでは、「議案第３１号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農用
地利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」の受付番号１５１号か
ら１７１号について、説明いたします。

事務局 まず、受付番号１５１号の貸し人は、 Ｔ・Ｆ さん、 Ｋ 市在住の方です。
申請地は、
・神川字砂原５４３番、現況地目は田、地積は、１，２０６㎡ です。
貸付期間は平成２５年１２月１５日から平成２８年１２月１４日まで、小作料は、

５０，０００円となっています。
借り人は、 Ｓ・Ｋ さん、 Ｋ 自治会の方です。経営規模は、世帯員６、従事者

５、自作地２３，６３３㎡、小作地１７，８２６㎡で、肉用牛、バレイショ、水稲を主体
にした経営をされています。

農業従事日数は３００日、農業機械の所有状況は、トラック、トラクター、管理機がそ
れぞれ２台と耕うん機、ハーベスターがそれぞれ１台となっています。

以下、受付番号１７１号までの担当調査委員は、７番の牧原委員です。

次の受付番号１５２号の貸し人は、 Ｍ・Ｙ さん、 Ｔ 自治会の方です。
申請地は、
・神川字蕨ヶ迫２０６３番１、現況地目は畑、地積は、２，３７６㎡ です。
貸付期間は平成２５年１２月１５日から平成２８年１２月１４日まで、小作料は、

１６，０００円となっています。
借り人は、 Ｓ・Ｋ さんで、経営概況等につきましては、１５１号で説明したとおり

であります。



事務局 次の受付番号１５３号と１５４号につきましては、貸し人、借り人共に同一ですので、
続けて説明いたします。

この２件の貸し人は、 Ⅰ・Ｋ さん、 Ｔ 自治会の方です。
申請地は、
１５３号が、神川字宮前５９７番、現況地目は田、地積は、３９７㎡
１５４号が、神川字鳥浜６３１番、現況地目は田、地積は、５７３㎡ で、

２筆の合計は、９７０㎡となります。
貸付期間は平成２５年１２月１５日から平成２８年１２月１４日まで、小作料は、もみ

米４００ｋｇとなっています。
借り人は、 Ｈ・Ｔ さん、 Ｔ 自治会の方です。経営規模は、世帯員３、従事者

３、自作地４，９７７㎡、小作地７，４２７㎡で、肉用牛、バレイショ、水稲を主体にし
た経営をされています。

農業従事日数は３００日、農業機械の所有状況は、トラクター１台と、トラック、管理
機がそれぞれ２台となっています。

次の受付番号１５５号の貸し人は、 Ｆ・Ｎ さん、現在、 Ｋ に入所されている方
です。

申請地は、
・神川字諏訪ノ下３８４番２、現況地目は田、地積は、７１８㎡ です。
貸付期間は平成２５年１２月１５日から平成２８年１２月１４日まで、小作料は、

２０，０００円となっています。
借り人は、 Ｈ・Ｔ さんで、経営概況等につきましては、１５３号、１５４号で説明

したとおりであります。

次の受付番号１５６号と１５７号につきましても、貸し人、借り人共に同一ですので、
続けて説明いたします。

この２件の貸し人は、 Ｓ・Ｔ さん、 Ｔ 自治会の方です。
申請地は、
１５６号が、神川字東上之迫１２７９番４、現況地目は畑、地積は、４，０８８㎡
１５７号が、神川字東上之迫１２７９番１０、現況地目は畑、地積は、１，１７０㎡

で、２筆の合計は、５，２５８㎡となります。
貸付期間は平成２５年１２月１５日から平成３０年１２月１４日まで、小作料は、２年

目から全部で３１，０００円となっています。
借り人は、 Ｈ・Ｔ さんで、経営概況等につきましては、１５３号、１５４号で説明

したとおりであります。、

事務局 次の受付番号１５８号と１５９号につきましても、貸し人、借り人共に同一ですので、
続けて説明いたします。

この２件の貸し人は、１５５号と同じ Ｆ・Ｎ さんです。
申請地は、
１５８号が、神川字前目２１１９番１、現況地目は畑、地積は、１，１２８㎡
１５９号が、神川字南大迫１９６５番１、現況地目は畑、地積は、１，１７５㎡ で、

２筆の合計は、２，３０３㎡となります。
貸付期間は平成２５年１２月１５日から平成２９年１２月１４日まで、小作料は、

２０，０００円となっています。
借り人は、 Ｆ・Ｍ さん、 Ｋ 自治会の方です。経営規模は、世帯員３、従事者

３、自作地１３，３４９㎡、小作地２４，８７８㎡で、肉用牛、バレイショを主体にした
経営をされています。

農業従事日数は３５０日、農業機械の所有状況は、トラクター、トラックがそれぞれ２
台とコンバイン、タイヤショベル、ハーベスターがそれぞれ１台となっています。



事務局 次の受付番号１６０号から１６３号につきましても、貸し人、借り人共に同一ですの
で、続けて説明いたします。

この４件の貸し人は、 Ｙ・Ｎ さん、 Ｔ 自治会の方です。
申請地は、
１６０号が、神川字岩渕１００５番１、現況地目は畑、地積は、９１１㎡
１６１号が、神川字岩渕１００６番、現況地目は畑、地積は、９８３㎡
１６２号が、神川字岩渕１００８番１、現況地目は畑、地積は、１，０６６㎡
１６３号が、神川字岩渕１００９番２、現況地目は畑、地積は、８２７㎡ で、

４筆の合計は、３，７８７㎡となります。
貸付期間は平成２５年１２月１５日から平成２８年１２月１４日まで、小作料は、全部

で１５，０００円となっています。
借り人は、 Ｆ・Ｍ さんで、経営概況等につきましては、１５８号・１５９号で説明

したとおりであります。、

次の受付番号１６４号と１６５号につきましても、貸し人、借り人共に同一ですので、
続けて説明いたします。

この２件の貸し人は、 Ⅰ・Ｋ さん、 Ｋ 市在住の方です。
申請地は、
１６４号が、神川字下牧９７２番、現況地目は畑、地積は、１，６５１㎡
１６５号が、神川字下牧９７３番、現況地目は畑、地積は、２，０５９㎡ で、

２筆の合計は、３，７１０㎡となります。
貸付期間は平成２５年１２月１５日から平成２８年１２月１４日まで、小作料は、

１６４号が１２，０００円、１６５号が１４，０００円となっています。
借り人は、 Ｆ・Ｍ さんで、経営概況等につきましては、１５８号・１５９号で説明

したとおりであります。、

次の受付番号１６６号の貸し人は、 Ｓ・Ａ さん、 Ｋ 市在住の方です。
申請地は、
・神川字諏訪ノ前３７４番１、現況地目は田、地積は、４８１㎡ です。
貸付期間は平成２５年１２月１５日から平成２８年１２月１４日まで、小作料は、

米１００ｋｇとなっています。
借り人は、 Ａ・Ｍ さん、 Ｔ 自治会の方です。経営規模は、世帯員５、従事者

２、自作地７，５０６㎡、小作地１，５９７㎡で、バレイショ、水稲を主体にした経営を
されています。

農業従事日数は３００日、農業機械の所有状況は、トラック、管理機がそれぞれ２台と
トラクター、耕うん機、田植え機がそれぞれ１台となっています。

事務局 次の受付番号１６７号の貸し人は、 Ｔ・Ｍ さん、 Ｆ 市在住の方です。
申請地は、
・神川字諏訪ノ前３８３番２、現況地目は田、地積は、４６４㎡ です。
貸付期間は平成２５年１２月１５日から平成２８年１２月１４日まで、小作料は、

米１３０ｋｇとなっています。
借り人は、 Ａ・Ｋ さん、 Ｔ 自治会の方です。経営規模は、世帯員２、従事者

２、自作地８，１２０㎡、小作地６，５０３㎡で、肉用牛、水稲、バレイショを主体にし
た経営をされています。

農業従事日数は３２０日、農業機械の所有状況は、トラクター、トラック、管理機がそ
れぞれ２台と耕うん機が１台となっています。

次の受付番号１６８号の貸し人は、 Ｓ・Ａ さん、 Ａ 市在住の方です。
申請地は、
・神川字勝野１１８４番１、現況地目は畑、地積は、１，６９９㎡ です。
貸付期間は平成２５年１２月１５日から平成３０年１２月１４日まで、小作料は、

７，０００円となっています。
借り人は、 Ｔ・Ｍ さん、 Ｔ 自治会の方です。経営規模は、世帯員３、従事者

２、自作地２，３８４㎡、小作地６，０８８㎡で、肉用牛、水稲を主体にした経営をされ
ています。

農業従事日数は３３０日、農業機械の所有状況は、トラック、トラクター、耕うん機、
管理機がそれぞれ１台となっています。



事務局 次の受付番号１６９号の貸し人は、 Ｋ・Ｈ さん、 Ｏ 自治会の方です。
申請地は、
・馬場字田ノ神後１６６９番１、現況地目は田、地積は、１，２１５㎡ です。
貸付期間は平成２５年１２月１５日から平成３０年１２月１４日まで、小作料は、

４０，０００円となっています。
借り人は、 Ｕ・Ｙ さん、 Ｔ 自治会の方です。経営規模は、世帯員３、従事者

２、雇用が３人で２００日、小作地１，２１５㎡で、葉ネギを主体にした経営をされてい
ます。

農業従事日数は３００日、農業機械の所有状況は、トラック２台、管理機３台の他、ト
ラクター、耕うん機、ブレンドキャスタがそれぞれ１台となっています。

次の受付番号１７０号と１７１号につきましては、貸し人、借り人共に同一ですので、
続けて説明いたします。

この２件の貸し人は、 鹿児島県地域振興公社 さん、鹿児島市に拠点を置く公益財団
法人です。

申請地は、
１７０号が、神川字大馬瀬３２４番２、現況地目は田、地積は、７４８㎡
１７１号が、神川字大馬瀬３２６番１、現況地目は田、地積は、４０８３㎡ で、

２筆の合計は、１，１５６㎡となります。
貸付期間は平成２５年１２月１３日から平成２８年１２月１２日まで、小作料は、

１７０号が７，４８０円、１７１号が４，０８０円で、総額は１１、５６０円となってい
ます。

借り人は、 Ｎ・Ｙ さん、 Ｋ 自治会の方です。経営規模は、世帯員２、従事者
１、自作地１２，６４９㎡、小作地４，５２６㎡で、バレイショ、インゲン、ブロッコ
リーを主体にした経営をされています。

農業従事日数は２７０日、農業機械の所有状況は、トラクター、軽トラック、管理機が
それぞれ１台となっています。 以上です。

議 長 ただ今、事務局から説明がありましたが、担当調査委員の調査報告をお願いいたしま
す。

受付番号１５１号から１７１号までについてを、７番牧原委員、お願いいたします。

7番
牧原委員

はい、ご報告いたします。
まず、１５１号と１５２号については、借り人は Ｓ・Ｋ さんです。
彼は、肉用牛、バレイショ、水稲、インゲンと多種多様に作っていらっしゃるんです

が、皆さんもご承知のとおりで、継続案件でございます。
農地の利用状況は、若干悪い所もあって注意もしたんですが、ある程度は、改善されて

おりまして問題はなかろうかと思います。

１５３・１５４号、それに１５５号、１５６・１５７号の Ｈ・Ｔ さんですが、彼
は、まだ３２歳という若さで、認定農家でもあり、肉用牛、バレイショ、水筒を主体に、
農地の利用状況も何ら問題はなく、牛の爪切り等もやっていまして、一所懸命頑張ってお
ります。

この１５６と１５７号については、今回、新規で上がってきていますが、この件につい
ては、 Ｈ さんが探してきまして、耕作放棄地解消事業でどうだろうかということで、
推進員の Ｓ さんと一緒に見て、 Ｓ さんと Ｓ さんの交渉で決まったような次第
で、１年目は小作料はありませんで、２年目から発生するということになっております。

Ｈ さんについても何ら支障、問題はないと思われます。

１５８・１５９号、１６０・１６１・１６２・１６３号、１６４・１６５号の Ｆ・Ｍ
さんですが、彼も肉用牛を主体にバレイショ、水稲ということで、認定農家であり、継続
案件でもございます。

農地の利用状況については、何ら問題はないかと思われます。

１６６号の Ａ・Ｍ さんは、次の１６７号の Ａ・Ｋ さんとは親戚関係でありまし
て、バレイショと水稲が主体です。

機械の所有と農地の利用状況については、何ら問題はございません。
継続案件でございます。



7番
牧原委員

１６７号の Ａ・Ｋ さんにつきましては、肉用牛が主体で、他に水稲、バレイショと
いうことで、奥さんと２人で、一所懸命頑張っていらっしゃいます。

こちらも７６歳とある程度高齢なんですが、農地の利用状況についても何ら問題ござい
ません。

次は１６８号ですね。
Ｔ・Ｍ さんも肉用牛が主体で、夕方行ってもほとんど会えない状態で、晩の８時、９

時でないと帰ってきませんというような状況で、牛舎まで行って話をさせていただいたと
ころです。

この方も認定農家で、農地の利用状況、機械の所有も問題はございません。
継続案件です。

１６９号の Ｕ・Ｙ さんですが、彼もまだ若いですが、ネギを主体にですね。一所懸
命です。農業を始めて、まだ間もないんですが、一所懸命頑張っていらっしゃいます。

農地の利用状況についても、すごく良くて、小作料については貸主の Ｋ・Ｈ さん
が、前までは５万円でしたけれども今回から４万円に下げますということでした。

これも継続案件です。

１７０・１７１号ですが、先ほどありましたように地域振興公社の分については Ｎ・
Ｙ さんですね。

この方は、ハウス物もされていて、以前、法務局の競売で落とされましたハウスについ
てもきれいに整理がされて、また、新しいハウスを隣に作りまして、一所懸命頑張ってい
らっしゃいます。

農地の利用状況、その他についても何ら問題はございません。
以上で終わります。 よろしくご審議お願いいたします。

議 長 ありがとうございました。
ただ今、受付番号１５１号から１７１号について、担当委員から調査報告がありました

が、質問、異議等はございませんか。

18番
安水委員

はい。 １５１・１５２号の Ｓ・Ｋ さんですけれども、借地料の未納とかは発生し
てはいないですか。

7番
牧原委員

あのですね、未納がある分については、田んぼを耕したり。
この前もそれが１件あったんですけど、貸主さんの方もそこら辺をわかっていらっしゃ

るのか、どうなのかわかんないですけども、ちょっと滞納があるということでおっしゃい
ました。ですけど、畑を耕したり、田んぼをトラクターを持ってきて耕うんしてくれたり
とか、いろいろしてくれるもんですから、その分と相殺してます、ということですね。

じゃ、どうされますか、と伺ったんですけども、現状のままでいいですよ、ということ
で、貸主さんがおっしゃるもんですから。

この２件については、貸主さんも、何ら支障はないので、現状維持で結構です、という
ことで了解をいただいております。

10番
平原委員

よかけ。この１５３・１５４号の小作料の米４００キロというのは、間違いじゃない。

7番
牧原委員

いや、米４００キロです。

10番
平原委員

取れた米がほとんどじゃらを。全部じゃらを。

7番
牧原委員

４００キロでいいんですか、と原口さんに聞いても、今までどおりでいいです、という
ことで。

10番
平原委員

だいたい、反当５００キロ、有り無しじゃが。

7番
牧原委員

米の他にインゲンを作ったりとか、それで本人さんも了解をしているんじゃないです
か。これは一応確認を取って、どうなんだ、ということで聞いたら、いやいいですよ、と
いうことで了解を得て出してますから。



18番
安水委員

金にすれば、８万円じゃっど。２００円にしたてん。

7番
牧原委員

米の後はインゲンを作ったりとか。
実は、鳥浜でもあったんですよ。要するに、米を植えるとおっしゃってるんだけど、米

を植えた後、今度は草を植えたり、他の春物を植えたり、いろいろしてらっしゃるんです
けれども、そういう利用は良いんですか、と。

一応契約上、年間を通じての契約になっていますので、利用については、貸し主の本意
ではなくて、借り主本位になりますよ、というのは言ったんですけども。

結構、そういう方も多いです。

議 長 他にありませんか。

委 員 （委員の中から「ありません」の声）

議 長 異議なしと認めます。 「議案第３１号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規
定による農用地の利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」のうち

受付番号１５１号から１７１号についてを採決します。
お諮りします。 議案第３１号のうち受付番号１５１号から１７１号については、原案

のとおり決定することに異議ございませんか。

委 員 （委員の中から「異議なし」の声）

議 長 異議なしと認めます。したがいまして、「議案第３１号 農業経営基盤強化促進法第１
３条第４項の規定による農用地の利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請に
ついて」のうち受付番号１５１号から１７１号については、原案のとおり許可することに
決定しました。

議 長 ここでしばらく休憩を取りたいと思います。
３時まで休憩とします。

（休憩） ※書記の中野が帰庁し、出席

議 長 休憩前に続きまして、会議を再開します。

次に 「議案第３１号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農用地利
用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」のうち受付番号１７２号か
ら１８５号についてを議題とします。事務局の説明をお願いいたします。

事務局 それでは、「議案第３１号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農用
地利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」の受付番号１７２号か
ら１８５号について、説明いたします。

まず、受付番号１７２号と１７３号につきましては、貸し人、借り人共に同一ですの
で、続けて説明いたします。

この２件の貸し人は、 Ｏ・Ｙ さん、 Ｓ 自治会の方です。
申請地は、
１７２号が、田代麓字溝下４５５番１、現況地目は田、地積は、１，０００㎡
１７３号が、田代麓字溝下４５５番２、現況地目は田、地積は、３９４㎡ で、

２筆の合計は、１，３９４㎡となります。
貸付期間は平成２５年１２月１５日から平成３０年１２月１４日まで、小作料は、

米３５ｋｇ１袋となっています。
借り人は、 Ｙ・Ｈ さん、 Ｙ 自治会の方です。経営規模は、世帯員３、従事者

２、自作地５，１６８㎡、小作地５１，６６１㎡で、肉用牛、水稲を主体にした経営をさ
れています。

農業従事日数は３００日、農業機械の所有状況は、トラクター、コンバイン、ミニロー
ルベーラがそれぞれ１台とトラック２台、他となっています。



事務局 次の受付番号１７４号の貸し人も、 Ｏ・Ｙ さんです。
申請地は、
・田代麓字御手洗１１９番１、現況地目は田、地積は、２３３㎡ です。
貸付期間は平成２５年１２月１５日から平成３０年１２月１４日まで、小作料は、

米３５ｋｇ１袋となっています。
借り人は、 Ｈ・Ｍ さん、 Ｓ 自治会の方です。経営規模は、世帯員２、従事者

１、雇用が年間延べ２０日、自作地１、８４８㎡、小作地２，３４６㎡で、イチゴ、水稲
を主体にした経営をされています。

農業従事日数は３００日、農業機械の所有状況は、トラクター、耕うん機、バーベス
ター、動噴、軽トラックがそれぞれ１台とその他となっています。

事務局 次の受付番号１７５号の貸し人は、 Ｋ・Ｔ さん、 Ｓ 市在住の方です。
申請地は、
・田代麓字大根田１番１、現況地目は畑、地積は、１，９８８㎡ です。
貸付期間は平成２５年１２月１５日から平成３５年１２月１４日まで、小作料は、

籾だと思いますが、バインダー２袋となっています。
借り人は、 Ｋ・Ⅰ さん、 Ｆ 自治会の方です。経営規模は、世帯員２、従事者

２、小作地１，９８８㎡で、水稲、園芸を主体にした経営をされています。
農業従事日数は３００日、農業機械の所有状況は、トラクター、コンバイン、噴霧器が

それぞれ１台とその他となっています。

続けて説明いたしましたが、受付番号１７２号から１７５号の担当調査委員は、８番の
鍋委員です。

次の受付番号１７６号と１７７号につきましても、貸し人、借り人共に同一ですので、
続けて説明いたします。

この２件の貸し人は、 Ｔ・Ｍ さん、 Ｋ 市在住の方です。
申請地は、
１７６号が、田代麓字枦木馬場１９５０番１、現況地目は田、地積は、７００㎡
１７７号が、田代麓字枦木馬場１９５０番２、現況地目は田、地積は、１３０㎡ で、

２筆の合計は、８３０㎡となります。
貸付期間は平成２６年１月１日から平成３１年１２月１４日まで、使用貸借のため、小

作料は発生しません。
借り人は、 Ⅰ・Ｙ さん、 Ｈ 自治会の方です。経営規模は、世帯員２、従事者

１、小作地１７，８４４㎡で、肉用牛を主体にした経営をされています。
農業従事日数は３４０日、農業機械の所有状況は、トラクター２台と、タイヤショベ

ル、ロールベーラ、ラッピングマシン、ヘイテッダ、モアー、ヘイメーカがそれぞれ１台
となっています。

次の受付番号１７８号から１８０号につきましても、貸し人、借り人共に同一ですの
で、続けて説明いたします。

この３件の貸し人は、 Ｍ・Ｍ さん、 Ｙ 自治会の方です。
申請地は、
１７８号が、田代麓字山神２７２２番１、現況地目は田、地積は、６８０㎡
１７９号が、田代麓字出口２９１１番１、現況地目は田、地積は、８７４㎡
１８０号が、田代麓字出口２９１２番１、現況地目は田、地積は、１，８８１㎡ で、

３筆の合計は、３，４３５㎡となります。
貸付期間は平成２５年１２月１５日から平成３５年１２月１４日まで、小作料は、

１０ａ当たり ７，０００円となっています。
借り人は、 Ｍ・Ｋ さん、 Ｎ 自治会の方です。経営規模は、世帯員３、従事者

３、自作地２２．０８１㎡、小作地４９，７０１㎡で、肉用牛を主体にした経営をされて
います。

農業従事日数は３００日、農業機械の所有状況は、軽トラ２台、トラクター３台の他、
２ｔダンプ、モア、ラッピングマシンがそれぞれ１台となっています。



事務局 次の受付番号１８１号の貸し人は、 Ｋ・Ｍ さん、 Ｓ 県在住の方です。
申請地は、
・田代麓字永山１２６９番２、現況地目は畑、地積は、２，４９９㎡です。
貸付期間は平成２５年１２月１５日から平成３５年１２月１４日まで、小作料は、

１０ａ当たり ８，０００円となっています。
借り人は、 Ｓ・Ｈ さんで、経営概況につきましては、１４４号・１４５号で説明し

たとおりであります。

次の受付番号１８２号の貸し人は、 Ｏ・Ｍ さん、 Ⅰ 自治会の方です。
申請地は、
・田代麓字永山１２６９番１、現況地目は畑、地積は、１，５０２㎡です。
貸付期間は平成２５年１２月１５日から平成３５年１２月１４日まで、小作料は、

１０ａ当たり ８，０００円となっています。
借り人は、同じく Ｓ・Ｈ さんで、経営概況等につきましては、１４４号・１４５号

で説明したとおりであります。

続けて説明しましたが、受付番号１７６号から１８２号の担当調査委員は、９番の樋渡
委員です。

次の受付番号１８３号の貸し人は、 Ｏ・Ｓ さん、 Ｋ 市在住の方です。
申請地は、
・馬場字天松院ノ下１９５５番１、現況地目は田、地積は、１，４４３㎡ です。
貸付期間は平成２５年１２月１５日から平成２８年１２月１４日まで、小作料は、

３０，０００円となっています。
借り人は、 Ｏ・Ｍ さん、 Ｔ 自治会の方です。経営規模は、世帯員２、従事者

２、自作地１，９６５㎡、小作地１，４４３㎡で、水稲を主体にした経営をされていま
す。

農業従事日数は２００日、農業機械の所有状況は、トラクター、軽トラックとなってい
ます。

次の受付番号１８４号の貸し人は、 Ｔ・Ｋ さん、 Ｔ 自治会の方です。
申請地は、
・馬場字堂ノ上２１５４番１、現況地目は田、地積は、４３０㎡ です。
貸付期間は平成２５年１２月１５日から平成２８年１２月１４日まで、小作料は、

１５，０００円となっています。
借り人は、 Ｔ・Ｋ さん、 Ｔ 自治会の方です。経営規模は、世帯員７、従事者

４、雇用が１人で１８０日、自作地５，５４１㎡、小作地１，３０９㎡で、水稲、インゲ
ン、ピーマン、バレイショを主体にした経営をされています。

農業従事日数は２５０日、農業機械の所有状況は、トラクター、軽トラック、管理機と
なっています。

次の受付番号１８５号の貸し人は、 Ｙ・Ｍ さん、 Ｔ 自治会の方です。
申請地は、
・馬場字宮下１８５９番１、現況地目は田、地積は、２０６㎡ です。
貸付期間は平成２５年１２月１５日から平成２８年１２月１４日まで、使用貸借のた

め、小作料は発生しません。
借り人は、 Ａ・Ｋ さん、 Ｍ 町在住の方です。経営規模は、世帯員３、従事者

１、錦江町内の小作地が２０６㎡で、水稲、インゲンを主体にした経営をされています。
農業従事日数は３００日、農業機械の所有状況は、トラクター、バインダー、草刈機、

トラックとなっています。

続けて説明いたしましたが、受付番号１８３号から１８５号の担当調査委員は、１０番
の平原委員です。 以上です。



議 長 ただ今、事務局から説明がありましたが、順次、担当調査委員の調査報告をお願いいた
します。

初めに、受付番号１７２号から１７５号までを、８番鍋委員、お願いいたします。

8番
鍋委員

はい、それでは説明します。
１７２・１７３号の溝下という所は、田代の Ｓ 自治会の入り口のところになりま

す。
ここの所は、以前、私が８反歩位、この同じ Ｙ・Ｈ さんにあっせんをしまして、利

用権設定を結んでいるもんですから、今回、今まで作っておられた方が、今期限りで、再
契約しないということでしたので、 Ｙ さんの方に相談に行って了解をもらいました。

Ｙ さんは、後継者もおられますし、農地の利用状況、それから従事日数など、全ての
要件をクリアしていると思いました。

8番
鍋委員

次の１７４号の Ｈ・Ｍ さんですが、この方は独身ですけれども、イチゴを主体にし
て、自家用の米を作っていらっしゃいますが、畑の管理状況は、それぞれしっかりと手入
れをされておりまして、これも問題はないかと思いました。

１７５号の Ｋ・Ⅰ さんにつきましては、イチゴと水稲ということで、この Ｋ さ
んのほ場につきましては、米を作っていらっしゃいまして、管理もしっかりされておりま
して、問題はないと思いましてので、よろしくお願いいたします。

議 長 ありがとうございました。
次に、受付番号１７６号から１８２号についてを、９番樋渡委員、調査報告をお願いい

たします。

9番
樋渡委員

はい、ご報告いたします。
１７６号と１７７号は借り人が Ⅰ・Ｙ さんですが、この方は認定農家でもあり、全

ての要件をクリアしている方です。それと、ほ場もですね、草刈とかもされて、大変きれ
いに耕作されている方です。 何ら問題はないかと思います。

9番
樋渡委員

１７８号から１８０号までの借り人の Ｍ・Ｋ さんですが、この方も認定農家でです
ね、現在、後継者もおりまして、その後継者がお父さんよりも管理を良くやっておりま
す。何ら問題はないかと思いますので、よろしくお願いします。

それから、１８１号、１８２号の Ｓ・Ｈ さんですが、この方も認定農家でですね、
先ほどもあったとおり要件はすべてクリアしております。

何ら問題はないかと思いますので、よろしくお願いいたします。

議 長 ありがとうございました。
次に、受付番号１８３号から１８５号についてを、１０番平原委員、調査報告をお願い

いたします。

10番
平原委員

はい、報告します。
１８３号の Ｏ・Ｍ さんと Ｓ さんは兄弟で。高齢ではありますけれども、もう何

年も前から Ｍ さんの方が作っておられます。きれいにされております。

１８４号の Ｔ・Ｋ さんは、 Ｔ・Ｋ さんのここを昔から作っておられまして、借
地料も、今まで２万円だったんですが、もう長くつくっちょっじと、１万５千円に、５千
円ほど下げていただきました。

Ｔ・Ｋ さんは、ピーマンが主体で、親子で一所懸命頑張っておられる方です。

１８５号の Ａ・Ｋ さんは、 Ｍ 町の方ですが、ここの場合は、山の下で、あまり
日当たりも良くないと。たぶん、この人しか借り手もいないだろうというような場所でで
すね。ま、きれいにされております。

Ｎ の方でも農業をしているということで、面積はこれだけじゃないということでし
た。 以上です。

議 長 ありがとうございました。
ただ今、受付番号１７２号から１８５号について、担当委員から調査報告がありました

が、質問、異議等はございませんか。



2番
鈴委員

ちょっといいですか。
この１７２・１７３号と１７４号は、貸し人は同じで、小作料が大分違うようですけれ

ども、これは何か条件が違うんですか。

8番
鍋委員

１７４号ですか。
実は、ここの所は、面積的には１反歩位あるんですが、名義が違うもう一人の方の分も

一緒に作っておられまして。名義人は違うんですが、昔、売買は成立しているということ
で、ここに上がってきているのはこれだけですけれども、内容的にはそのようになってい
ます。

事務局 補足します。
実は、鍋委員が言われたように、昔、隣の農地を購入されてまして、それを今は、１枚

の田にされているんですが、名義がどうしても変わらないということで、名義人の方が
Ｏ さんじゃなくて、課税の方も名義人の方がされている状況で、そこらあたりの手続き
をされていらっしゃらなかったので、名義が違うものを利用権設定するのはおかしんじゃ
ないかということで。

一応、その面積が７１９㎡だったので、全体では１反位あるということで、借地料につ
いては、そのまま生かして載せてあるところです。

2番
鈴委員

わかりました。あまりにも違うがと思って。

議 長 他にありませんか。

委 員 （委員の中から「ありません」の声）

議 長 異議なしと認めます。 「議案第３１号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規
定による農用地の利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」のうち

受付番号１７２号から１８５号についてを採決します。
お諮りします。 議案第３１号のうち受付番号１７２号から１８５号については、原案

のとおり決定することに異議ございませんか。

委 員 （委員の中から「異議なし」の声）

議 長 異議なしと認めます。したがいまして、「議案第３１号 農業経営基盤強化促進法第１
３条第４項の規定による農用地の利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請に
ついて」のうち受付番号１７２号から１８５号については、原案のとおり許可することに
決定しました。

次に 「議案第３１号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農用地利
用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」のうち受付番号１８６号か
ら２０１号についてを議題とします。事務局の説明をお願いいたします。

事務局 それでは、「議案第３１号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農用
地利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」の受付番号１８６号か
ら２０１号について、説明いたします。



まず、受付番号１８６号から１８８号につきましては、貸し人、借り人共に同一ですの
で、続けて説明いたします。

この３件の貸し人は、 Ｏ・Ｋ さん、 Ｏ 在住の方です。
申請地は、
１８６号が、神川字二子塚８１５５番、現況地目は畑、地積は、１，０６７㎡
１８７号が、神川字二子塚８１２５番、現況地目は畑、地積は、９４８㎡
１８８号が、神川字二子塚８１２９番、現況地目は畑、地積は、１，０１４㎡ で、

３筆の合計は、３，０２９㎡となります。
貸付期間は平成２５年１２月１５日から平成２８年１２月１４日まで、小作料は、

全部で２２，０００円（１０ａ当たり ７，０００円）となっています。
借り人は、 Ｆ・Ｔ さん、 Ｍ 町在住の方です。経営規模は、世帯員５、従事者

２、雇用労働力２、錦江町内の小作地が２０，０４９㎡で、花木（しきみ）を主体にした
経営をされています。

農業従事日数は３００日、農業機械の所有状況は、ビーバー２台の他、管理機、軽ト
ラックがそれぞれ１台となっています。

事務局 次の受付番号１８９号の貸し人は、 Ｍ・Ｅ さん、桜原自治会の方です。
申請地は、
・神川字二子塚８１５４番１、現況地目は畑、地積は、１，０１４㎡ です。
貸付期間は平成２５年１２月１５日から平成２８年１２月１４日まで、小作料は、

８，０００円となっています。
借り人は、 Ｆ・Ｔ さんで、経営概況等につきましては、受付番号１８６号から１８

８号で説明したとおりであります。

次の受付番号１９０号の貸し人は、 Ｍ・Ｋ さん、 Ｋ 市在住の方です。
申請地は、
・神川字二子塚８１３０番１、現況地目は畑、地積は、１，００８㎡ です。
貸付期間は平成２５年１２月１５日から平成２８年１２月１４日まで、小作料は、

７，０００円となっています。
借り人は、 Ｆ・Ｔ さんで、経営概況等につきましては、受付番号１８６号から１８

８号で説明したとおりであります。

続けて説明いたしましたが、受付番号１８６号から１９０号までの担当調査委員は、
１３番の鮫島委員です。

事務局 次の受付番号１９１号と１９２号につきましては、貸し人、借り人共に同一ですので、
続けて説明いたします。

この２件の貸し人は、 Ｄ・Ａ さん、 Ｋ 在住の方です。
申請地は、
１９１号が、城元字三角４６９７番１、現況地目は畑、地積は、２，２５６㎡
１９２号が、城元字三角４６９８番３、現況地目は畑、地積は、４，９２０㎡ で、

２筆の合計は、７，１７６㎡となります。
貸付期間は、平成２５年１２月１５日から平成２８年１２月１４日まで、小作料は、

１０ａ当たり ２０，０００円となっています。
借り人は、 Ｄ・Ｙ さん、 Ｄ 自治会の方です。経営規模は、構成員２、従事者

１、雇用が２人で１５０日、自作地２９，６５６㎡、小作地３４，６７４㎡で、かんしょ
を主体にした経営をされています。

農業従事日数は、２８０日、農業機械の所有状況は、トラクター５台のほか、ハーベス
ター、ショベル、ブームスプレアーがそれぞれ１台となっています。

受付番号１９１号と１９２号の担当調査委員は、１６番の畠中委員です。



次の受付番号１９３号の貸し人は、 Ｔ・Ｓ さん、 Ｋ 市在住の方です。
申請地は、
・馬場字寺前ノ上２０１６番１、現況地目は田、地積は、１，３８１㎡ です。
貸付期間は平成２５年１２月１５日から平成３０年１２月１４日まで、小作料は、

３５，０００円となっています。
借り人は、 Ｔ さん、 Ｋ 自治会に拠点を置く農業生産法人です。経営規模は、構

成員２、従事者２、雇用が２３人、小作地４１，７４６㎡で、葉ネギ、レタスを主体にし
た経営をされています。

農業機械の所有状況は、トラクター３台、乗用防除機と動力噴霧機がそれぞれ２台、ト
ラック６台となっています。

次の受付番号１９４号の貸し人は、 Ｔ・Ｈ さん、 Ｋ 市在住の方です。
申請地は、
・馬場字芝山４４１番４、現況地目は田、地積は、３０４㎡ です。
貸付期間は平成２５年１２月１５日から平成２８年１２月１４日まで、小作料は、

米２５㎏２俵となっています。
借り人は、 同じく Ｔ さんで、経営概況等につきましては、受付番号１９３号で説

明したとおりであります。

事務局 次の受付番号１９５号と１９６号の貸し人は、 Ｅ・Ｙ さん、 Ｋ 市在住の方で
す。

申請地は、
１９５号が、馬場字西ノ下８８７番、現況地目は田、地積は、８１３㎡
１９６号が、馬場字西ノ下８８７番１、現況地目は田、地積は、１，０４３㎡ で、

２筆の合計は、１，８５６㎡となります。
貸付期間は平成２５年１２月１５日から平成２８年１２月１４日まで、小作料は、

全部で米３０ｋｇ１０俵となっています。
借り人は、 同じく Ｔ さんで、経営概況等につきましては、受付番号１９３号で

説明したとおりであります。

次の受付番号１９７号の貸し人は、 Ｏ・Ｙ さん、 Ｎ 県在住の方です。
申請地は、
・馬場字芝山４８６番１、現況地目は田、地積は、１、３４７㎡ です。
貸付期間は平成２５年１２月１５日から平成３０年１２月１４日まで、小作料は、

玄米８俵となっています。
借り人は、 同じく Ｔ さんで、経営概況等につきましては、受付番号１９３号で説

明したとおりであります。

事務局 次の受付番号１９８号と１９９号の貸し人は、 Ｍ・Ｋ さん、 Ｋ 県在住の方で
す。

申請地は、
１９８号が、馬場字宮下１８３３番１、現況地目は田、地積は、１，００９㎡
１９９号が、馬場字宮下１８３３番２、現況地目は田、地積は、６４㎡ で、

２筆の合計は、１，０７３㎡となります。
貸付期間は平成２５年１２月１日から平成３０年１２月１４日まで、小作料は、

全部で １５，０００円となっています。
借り人は、 同じく Ｔ さんで、経営概況等につきましては、受付番号１９３号で説

明したとおりであります。

次の受付番号２００号の貸し人は、 Ｈ・Ｙ さん、 Ｏ 自治会の方です。
申請地は、
・馬場字天松院ノ下１９４２番１、現況地目は田、地積は、２、８６８㎡ です。
貸付期間は平成２５年１２月１５日から平成３０年１２月１４日まで、小作料は、

米３０ｋｇ、２０俵となっています。
借り人は、 同じく Ｔ さんで、経営概況等につきましては、受付番号１９３号で説

明したとおりであります。



次の受付番号２０１号の貸し人は、 Ｋ・Ｙ さん、 Ｓ 自治会の方です。
申請地は、
・馬場字芝山４５１番１、現況地目は田、地積は、８４０㎡ です。
貸付期間は平成２５年１２月１５日から平成３０年１２月１４日まで、小作料は、

３０，０００円となっています。
借り人は、 Ｎ・Ｋ さん、 Ｔ 自治会の方です。経営規模は、世帯員２、従事者

２、自作地１，００９㎡、小作地２，４００㎡で、インゲン、バレイショを主体にした経
営をされています。

農業従事日数は３００日、農業機械の所有状況は、トラック、トラクター、管理機がそ
れぞれ１台となっています。

続けて説明いたしましたが、受付番号１９３号から２０１号までの担当調査委員は、
１７番の寺田委員です。 以上です。

議 長 ただ今、事務局から説明がありましたが、順次、担当調査委員の調査報告をお願いいた
します。

初めに、受付番号１８６号から１９０号までを、１３番鮫島委員、お願いいたします。

13番
鮫島委員

はい、ご報告を申し上げます。
ただ今、事務局の方で詳しく説明がございましたけれども、１８６号から１９０号まで

のこの農地は、桜原自治会の集落を通り抜けて、途中から右に曲がって浜田に行く道路が
ありますけれども、その道路の左側の部分の土地でございます。

この借り人の Ｆ さんは、 Ｍ 町の方でございまして、３２歳と若く、農地の利用
状況も大変よくて、農業に対する意欲、能力を備えており、要件のすべてを満たしている
ものと思います。

審議の方をよろしくお願いいたします。

議 長 ありがとうございました。
次に、受付番号１９１号と１９２号についてを、１６番畠中委員、調査報告をお願いい

たします。

16番
畠中委員

はい、ご報告します。
１９１号、１９２号の借り人の Ｄ・Ｙ さんは、認定農業者でもあり、今、かん

しょ、白菜を耕作しています。
農地の利用状況は、良く管理されておりまして、農業に対する意欲と能力もあり、何ら

問題はないと思います。 よろしくお願いします。

議 長 ありがとうございました。
次に、受付番号１９３号から２０１号についてを、１７番寺田委員、調査報告をお願い

いたします。

17番
寺田委員

ご報告申し上げます。
１９３号の件は、他の方が作っていらっしゃったんですけれども、もう高齢のために作

れないということで、隣接して耕作していた Ｔ さんに作ってもらえないか、作りませ
んか、という話があったそうです。

１９４号から１９６号は、先月あっせんに出てきた、売りたい、という案件のものでご
ざいます。ここは Ｔ さんが作っていらっしゃった関係で、買いませんか、と話を持っ
て行ったところ、今はちょっと待ってくれ、ということで、契約の始まりが１２月１日と
なりましたけれども、３年後には Ｔ さんが買います、ということで、今回、３年間の
利用権設定をすることにしました。

１９７号の Ｏ・Ｙ さんの分は、継続でございます。



17番
寺田委員

１９８号と１９９号は、１０ａに対しまして、１万５千円なんですけれども、これは、
ほんとにきれいな三角形の田んぼでございまして、作る人がいなかったもんですから、最
初は、１万円でどうですか、という話で持って行ったんですけれども、それじゃ僕が可哀
そうじゃないの、とか言われましたんで、１万５千円で、ということで Ｔ さんに持っ
ていきました。

Ｔ さんは、利用権を設定するに当たり、言うこともなく、全ての要件を満たしている
ものと思います。

17番
寺田委員

２０１号ですけれども、これは新規になってますけれども、 Ｈ さんの土地でござい
まして、 Ｈ・Ｔ さんが亡くなられた関係で、 Ｋ・Ｙ さんに、娘さんということで
相続されまして、新たに新規で Ｎ さんと契約していただきました。

この時も、以前は８４０㎡で５万円という小作料だったんですけれども、相談しまし
て、３万円に下げていただきました。

Ｎ さんは、２年前までは兼業農家だったんですけれども、定年されまして、今は奥さ
んと二人で、本当に一所懸命仕事をされてますし、耕作地もすべて、きれいにかんりされ
ておりまして、何ら問題はないと思います。

審議のほどをよろしくお願いします。

議 長 ありがとうございました。
ただ今、受付番号１８６号から２０１号について、担当委員から調査報告がありました

が、質問、異議等はございませんか。

8番
鍋委員

すみません。
この Ｔ さんの件ですが、当該農地の耕作物の所には 葉ねぎ とだけ書いてあるわ

けですけれども、これから見ますと小作料は、米であったり、現金であったり、とか出て
きて、水稲というものが出てこないもんですから、そこらへんのところはどの程度作られ
ているのかなあ、と思って質問させていただきました。

17番
寺田委員

米なんかですけけれども、裏作に ねぎ を作っていらっしゃって、後は米を作って、
小作米にしたりしてます。

農家情報の中に Ｔ の小作地が ４万１千 とありますけど、実際は、どの位あるの
か本人もわからないような状況です。

事務局 いいですか。
会社で借上げをしているのが、この ４１，７４６㎡でありまして、後は、代表者の

Ｔ・Ｈ さん個人が所有する農地、あるいはお父さん名義の分とかで、会社の耕作面積に
は含まれていません。

利用権を結ぶように促してはいるんですが、本人も忙しくてそこまで進んでないという
ことです。これらを入れると、面積は相当あると思います。

その分は 寺田洋人 さんの個人の農家台帳に載せてあります。

8番
鍋委員

わかりました。

議 長 他にありませんか。

委 員 （委員の中から「ありません」の声）

議 長 異議なしと認めます。 「議案第３１号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規
定による農用地の利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」のうち

受付番号１８６号から２０１号についてを採決します。
お諮りします。 議案第３１号のうち受付番号１８６号から２０１号については、原案

のとおり決定することに異議ありませんか。

委 員 （委員の中から「異議なし」の声）

議 長 異議なしと認めます。したがいまして、「議案第３１号 農業経営基盤強化促進法第１
３条第４項の規定による農用地の利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請に
ついて」のうち受付番号１８６号から２０１号については、原案のとおり許可することに
決定しました。



議 長 次に 「議案第３１号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農用地利
用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」のうち受付番号２０２号か
ら２２４号についてを議題とします。事務局の説明をお願いいたします。

事務局 それでは、「議案第３１号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農用
地利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」の受付番号２０２号か
ら２２４号について、説明いたします。

事務局 まず、受付番号２０２号の貸し人は、 Ｏ・Ｍ さん、 Ｋ 自治会の方です。
申請地は、
・神川字河崎２６２８番２、現況地目は田、地積は、４５９㎡ です。
貸付期間は平成２５年１２月１５日から平成３０年１２月１４日まで、小作料は、

米２俵となっています。
借り人は、 Ｔ・Ｋ さん、 Ｋ 自治会の方です。経営規模は、世帯員３、従事者

２、自作地５，１２９㎡、小作地４５９㎡で、水稲を主体にした経営をされています。
農業従事日数は２００日、農業機械の所有状況は、トラクターと軽トラックがそれぞれ

２台と耕うん機、バインダー、ハーベスターがそれぞれ１台となっています。

以下、受付番号２２４号までの担当調査委員は、１９番の德永委員です。

事務局 次の受付番号２０３号の貸し人は、 Ａ・Ｙ さん、 Ａ 県在住の方です。
申請地は、
・神川字河崎２６２６番１、現況地目は田、地積は、１，０５９㎡ です。
貸付期間は平成２５年１２月１５日から平成２８年１２月１４日まで、小作料は、

籾（米）５俵となっています。
借り人は、 Ｔ・Ｋ さんで、経営概況につきましては、受付番号２０２号で説明した

とおりであります。

次の受付番号２０４号の貸し人は、 Ｋ・Ｓ さん、 Ｋ 自治会の方です。
申請地は、
・神川字屋敷迫７４１６番１、現況地目は畑、地積は、２，１１８㎡ です。
貸付期間は平成２５年１２月１５日から平成２９年１２月１４日まで、小作料は、

２０，０００円となっています。
借り人は、 Ｎ・Ｋ さん、 Ｋ 自治会の方です。経営規模は、世帯員３、従事者

１、自作地３，９７４㎡、小作地３９，４８４㎡で、肉用牛生産を主体にした経営をされ
ています。

農業従事日数は３００日、農業機械の所有状況は、トラクター２台の他、ロールベー
ラ、タイヤショベル、ラップマシン、マニュア、トラックがそれぞれ１台となっていま
す。

事務局 次の受付番号２０５号と２０６号につきましては、貸し人、借り人共に同一ですので、
続けて説明いたします。

この２件の貸し人は、 Ｍ・Ｈ さん、 Ｒ 自治会の方です。
申請地は、
２０５号が、神川字井手ノ河３０２４番２、現況地目は田、地積は、６３７㎡
２０６号が、神川字前田２９９７番１、現況地目は田、地積は、３４９㎡ で、

２筆の合計は、９８６㎡となります。
貸付期間は平成２５年１２月１５日から平成２８年１２月１４日まで、小作料は、

受付番号２０５号が籾（米）２俵、２０６号が転作料となっています。
借り人は、 Ｋ・Ｈ さん、 Ｋ 自治会の方です。経営規模は、世帯員４、従事者

２、雇用が１人で３００日、自作地１２，７９９㎡、小作地１９，５２３㎡で、肉用牛生
産、水稲を主体にした経営をされています。

農業従事日数は３００日、農業機械の所有状況は、トラクター４台、２ｔトラック３
台、軽トラック２台の他、デスクモア、ロールベーラ、コンバインがそれぞれ１台となっ
ています。



事務局 この後の案件につきましては、会が始まる前に訂正をお願いしましたとおり、受付番号
が一つずつ繰り上がりますので、お間違いのないようにお願いします。

次の受付番号２０７号と２０８号につきましても、貸し人、借り人共に同一ですので、
続けて説明いたします。

この２件の貸し人も、 Ｍ・Ｈ さんです。
申請地は、
２０７号が、神川字松尾５８９７番１、現況地目は畑、地積は、３，３３１㎡
２０８号が、神川字松尾５８８３番２、現況地目は畑、地積は、１，３０６㎡ で、

２筆の合計は、４，６３７㎡となります。
貸付期間は平成２５年１２月１５日から平成２８年１２月１４日まで、小作料は、

全部で ２０，０００円となっています。
借り人は、 Ⅰ・Ｓ さん、 Ｋ 自治会の方です。経営規模は、世帯員２、従事者

２、自作地６，０３２㎡、小作地５，１８１㎡で、露地野菜を主体にした経営をされてい
ます。

農業従事日数は３００日、農業機械の所有状況は、トラクター、管理機、動噴、軽ト
ラック２ｔがそれぞれ１台となっています。

事務局 次の受付番号２０９号の貸し人は、 Ｂ・Ｔ さん、 Ｋ 自治会の方です。
申請地は、
・神川字山ノ頭４６９８番１、現況地目は畑、地積は、１，０４５㎡ です。
貸付期間は平成２５年１２月１５日から平成２８年１２月１４日まで、小作料は、

９，０００円となっています。
借り人は、 Ｍ・Ｍ さん、 Ｋ 自治会の方です。経営規模は、世帯員３、従事者

２、小作地１，０４５㎡で、インゲンを主体にした経営をされています。
農業従事日数は２００日、農業機械の所有状況は、トラクター、管理機、動噴、軽ト

ラックがそれぞれ１台となっています。

次の受付番号２１０号と２１１号につきましても、貸し人、借り人共に同一ですので、
続けて説明いたします。

この２件の貸し人は、 Ⅰ・Ｈ さん、 Ｋ 自治会の方です。
申請地は、
２１０号が、神川字有村２５４２番１、現況地目は田、地積は、８９９㎡
２１１号が、神川字有村２５４５番２、現況地目は畑、地積は、６６２㎡ で、

２筆の合計は、１，５６１㎡となります。
いずれも、新規の契約となりますが、受付番号２１０号は、借り主の変更によるもの

で、受付番号２１１号は新たに利用権設定するのものです。
よって、貸付期間は、受付番号２１０号が平成２５年１２月１５日から平成３０年１２

月１４日まで、受付番号２１１号が平成２５年１２月１日から平成３０年１２月１４日ま
でとなります。

小作料については、経営所得安定対策の手続きを貸し人が行うということで、この契約
は使用貸借となり、小作料は発生しません。

借り人は、 Ｋ・Ｋ さん、 Ｋ 自治会の方です。経営規模は、世帯員８、従事者
３、自作地３３，５４３㎡、小作地４，８１８㎡で、肉用牛生産を主体にした経営をされ
ています。

農業従事日数は３００日、農業機械の所有状況は、トラクター３台の他、ショベル、
ロールベーラ、ラップマシン、トラック、軽トラックがそれぞれ１台となっています。

次の受付番号２１２号の貸し人は、 Ｎ・Ｍ さん、 Ｋ 自治会の方です。
申請地は、
・神川字入料２２５０番、現況地目は田、地積は、１，６４３㎡ です。
貸付期間は平成２５年１２月１日から平成２８年１２月１４日まで、小作料は、

１５，０００円となっています。
借り人は、 Ｆ・Ｍ さんで、経営概況等につきましては、受付番号１５８号、１５９

号で説明したとおりであります。



事務局 次の受付番号２１３号の貸し人は、 Ⅰ・Ｈ さん、 Ｔ 自治会の方です。
申請地は、
・神川字城７８８番１、現況地目は田、地積は１，１９０㎡ です。
貸付期間は平成２５年１２月１日から平成２８年１２月１４日まで、小作料は、

米５俵となっています。
借り人は、 Ｍ・Ｙ さん、 Ｋ 自治会の方です。経営規模は、世帯員３、従事者

３、小作地８，８４８㎡で、水稲、じゃがいもを主体にした経営をされています。
農業従事日数は３００日、農業機械の所有状況は、トラクター、芋植え機、田植え機、

管理機、トラックがそれぞれ１台となっています。

次の受付番号２１４号の貸し人は、 Ｎ・Ａ さん、 Ｋ 自治会の方です。
申請地は、
・神川字原田３２１１番１、現況地目は田、地積は、６４０㎡ です。
貸付期間は平成２５年１２月１日から平成２８年１２月１４日まで、小作料は、

米２俵となっています。
借り人は、 Ｍ・Ｙ さんで、経営概況等につきましては、受付番号２１３号で説明し

たとおりであります。

事務局 次の受付番号２１５号の貸し人は、 Ⅰ・Ｔ さん、 Ｋ 自治会の方です。
申請地は、
・神川字寺ノ上４８３２番、現況地目は畑、地積は９９７㎡ です。
貸付期間は平成２５年１２月１日から平成２８年１２月１４日まで、小作料は、

８，０００円となっています。
借り人は、 Ｋ・Ｓ さん、 Ｋ 自治会の方です。経営規模は、世帯員３、従事者

３、自作地９，２２５㎡、小作地１，３６６㎡で、露地野菜を主体にした経営をされてい
ます。

農業従事日数は３００日、農業機械の所有状況は、トラクター、田植え機、コンバイ
ン、管理機、軽トラックがそれぞれ１台となっています。

次の受付番号２１６号から２１９号につきましては、貸し人、借り人共に同一ですの
で、続けて説明いたします。

この４件の貸し人は、 Ａ・Ｙ さん、 Ｋ 自治会の方です。
申請地は、
２１６号が、神川字長次郎滝ノ下２４１８番、現況地目は田、地積は、２５５㎡
２１７号が、神川字有村２５３０番２、現況地目は田、地積は、４８９㎡
２１８号が、神川字有村２５３０番６、現況地目は田、地積は、６７㎡
２１９号が、神川字有村２５３０番７、現況地目は田、地積は、２０５㎡ で、

４筆の合計は、１，０１６㎡となります。
貸付期間は平成２５年１２月１５日から平成３０年１２月１４日まで、使用貸借のた

め、小作料は発生しません。
借り人は、 Ⅰ・Ｓ さん、 Ｋ 自治会の方です。経営規模は、世帯員１、従事者

１、自作地５、３７８㎡、小作地１，９１５㎡で、肉用牛生産を主体にした経営をされて
います。

農業従事日数は３００日、農業機械の所有状況は、トラクター３台の他、自走モア、
ロールベーラ、軽トラックがそれぞれ１台となっています。



事務局 次の受付番号２２０号から２２４号につきましても、貸し人、借り人共に同一ですの
で、続けて説明いたします。

この５件の貸し人は、 Ｔ・Ｋ さん、 Ｋ 自治会の方です。
申請地は、
２２０号が、神川字長迫４０２９番、現況地目は畑、地積は、４４６㎡
２２１号が、神川字長迫４０３０番、現況地目は畑、地積は、１，０３１㎡
２２２号が、神川字長迫４０３１番、現況地目は畑、地積は、３，９４７㎡
２２３号が、神川字長迫４０３１番乙、現況地目は畑、地積は、３，８９７㎡
２２４号が、神川字堀波見３９８３番、現況地目は畑、地積は、１，００９㎡ で、

５筆の合計は、１０，３３０㎡となります。
貸付期間は平成２５年１２月１５日から平成２７年１２月１４日まで、小作料は、

全部で １００，０００円となっています。
借り人は、 Ｆ・Ｔ さんで、経営概況等につきましては、受付番号１８６号から１８

８号で説明したとおりであります。
以上です。

議 長 ただ今、事務局から説明がありましたが、担当調査委員の調査報告をお願いいたしま
す。

受付番号２０２号から２２４号までについて、１９番德永委員、お願いいたします。

19番
徳永委員

はい、報告します。
まず、２０２号、２０３号の借り人の Ｔ・Ｋ さんは、兼業農家ですけれども、休み

の日は農作業をしております。
この２筆以外にも借りてるところがありますけれども、すべて自分の分も含めて、良く

管理をされております。
なお、２０３号につきましては、新規になっておりますが、今まで直接契約で借りてお

られたのを、今回、新規ということで利用権設定をする分です。
契約内容は、今までどおりの内容になっております。

19番
徳永委員

それから、２０４号の借り人の Ｎ・Ｋ さんは、牛の飼育農家ですけれども、自分一
人で頑張っておられる方です。

これも継続です。問題ないと思います。

２０５号、２０６号の Ｋ・Ｈ さんは、ご存知の認定農家ですし、肉用牛を大々的に
やっておられる方です。これも継続ですが、良く管理をされてますので、問題ないと思い
ます。

なお２０５号は、米を作りますので米２俵となっていますが、２０６号の方は、飼料を
作られますが、この転作の申請を貸し人の Ｍ さん自身がする、と、その転作料を小作
料に換えるという契約になっております。

２０７号、２０８号の Ⅰ・Ｓ さん。これも継続ですが、畑の方、それから田んぼを
含めて、良く管理されています。

Ⅰ・Ｓ さんは、この場所では、インゲン、白菜なんかを植えておられますが、畑の方
は、露地野菜を専門に作っておられる方です。良く管理されております。

２０９号の Ｍ・Ｍ さん。これも継続ですけれども、兼業農家です。
お父さんの方が、大々的に田んぼ、畑をされておりまして、勤めながらその加勢をして

いるという方です。
この２０９号の土地についてはインゲンを作っておられますけれども Ｍ さんの方

で、借りるという形で、 Ｍ さんになっております。実質はお父さんが作っておられま
す。



それから ２１０号、２１１号の Ｋ・Ｋ さんも認定農家です。牛を中心にされてお
ります。

これは、使用貸借ということになっておりますが、前作を作っておられた方が、事情が
あって、解約、作らないということになりまして、 Ｋ さんと話をして、作りましょ
う、ということになりました。

Ｋ・Ｋ さんは、 Ⅰ さんの教え子になります。師弟関係です。
貸付け開始が違いますが、２１０号については、前借りていた方が作っていた田んぼで

すね。２１１号は新しく貸し付けるという田んぼになります。従って、貸付け開始が違い
ます。

19番
徳永委員

２１２号から２１４号は、すべて新規です。
２１２号の貸し人の Ｎ・Ｍ さんは、ご主人が亡くなられて、自分で田んぼをしてお

られましたけれども、高齢で、もう作れないということで、この隣の田んぼを飼料米を植
える田んぼとして Ｆ・Ｍ さんが借りておられましたので、 Ｆ さんに話をして、借
りるということになりましたので、新規でしております。

Ｆ・Ｍ さんの経営内容については、先ほど牧原委員の方から詳しく話をされましたの
で、省略いたします。

２１３号と２１４号、これは、今まで直接契約で耕作されていた場所ですが、今回から
貸借契約を結んで耕作する、ということになりまして、この二人の分を Ｍ・Ｙ さんが
借りることになりました。

Ｍ・Ｙ さんが直接契約されてた分を利用権を結ぶという形になった内容です。
小作料金は、今までどおりということで、この内容になっております。
Ｍ・Ｙ さんの方は、この他にもたくさん借りておられまして、いずれも良く管理され

ておりますので、問題ないと思います。

それから２１５号の Ｋ・Ｓ さん。この方も自分の土地、自分の田・畑、借りてると
ころも良く耕作されておりますので、問題はないと思います。

今、この場所にはソバが植えてあります。

それから２１６号から２１９号の貸し人の Ａ・Ｙ さん、借り人の Ⅰ・Ｓ さんの
契約は、使用貸借になっております。

前回までは、若干の小作物納でされておりましたけれども、家も近く、友人同士という
ことで、使用貸借に変える、ということで小作料はない、ということになりました。

内容は継続です。

19番
徳永委員

それから２２０号から２２４号の借り人の Ｆ さん。
この土地ですが、シキミを植えてる場所です。継続ですけれども、貸付期間が ２７年

までの２年間ということになりました。
小作料金も若干上がりまして、これはですね、１０年前に、ここのシキミの契約を結ん

だ時に、１０年後に土地を購入する、という条件で貸し付けたんだ、というのがのが Ｔ
さんの言い分です。 Ｆ さんの方は、その言い分は契約を結んだ後に出てきた話だ、と
いうことで、いろいろもめた土地です。

しかも小作料は、その当時は反の７千円でしたので７万７千円で済んだんですが、今
回、２年の１０万円と。その土地を買うという条件があったんだ、ということも強く言わ
れてですね。いろいろと話をした結果として、こういう結果になりました。

２年後にどうするかというのは、産業振興課の方ともいろいろと打ち合わせをしなが
ら、この土地の話は進めて行きたいという風に思います。

Ｆ さんは、管理はしっかりされておりますので、問題ありません。 以上です。

議 長 ただ今、受付番号２０２号から２２４号について、担当委員から調査報告がありました
が、質問、異議等はございませんか。

事務局 はい。德永委員、いいですか。
この Ｔ・Ｋ さんと Ｆ さんの件なんですが、ちょっと聞いた話によると、ここに

太陽光発電の話があったらしいんですが。

19番
徳永委員

はい。 Ｔ さんの方は、それも含めてですね。それもあって・・・



事務局 そんなことで、契約更新はしないようなことを Ｆ さんに話を・・・

19番
徳永委員

いや、それはなかったです。

事務局 いや、あったらしいです。 Ｆ さんの方に、私の聞いたところでは・・・
で、 Ｆ さんの方が、太陽光発電のその話があったから・・・
ま、継続はもうできんという話をされたみたいで、 Ｔ さんが・・・
シキミを急にそう言われても、植える場所がないから、ということで、２年間継続に

なったというふうに聞いたんですが、そこら辺りはどうだったのかなぁ、と思って。

19番
徳永委員

あの地区に太陽光という話は、あったらしいですが、電柱が全然来ておりませんので、
太陽光は難しいということは、もうわかっていたんですが、どうも、その辺のニュアンス
は、あるな、とは思ってましたけど。 Ｋ さんに聞いても、それは一切、私には言わな
いですね。太陽光発電のことは、一切言わないです。

事務局 Ｆ さんの方が、シキミの方の関係で、林務の担当の方に相談をしたみたいでですね。
で、あのう、話がちょっとあって、急に解約をしても植える場所もないし、という風な話
を、ちらっとしたみたいなんですよ。

19番
徳永委員

その事も含めて話をしたんです。

事務局 ただ、ま、この場所は、桜原地区からの農地の流れで、あの、一種農地になるところな
ので、一応、林務の担当には、もし、太陽光が出てきたとしても、許可できる場所ではな
いということは、話はしたんですよ。

7番
牧原委員

この Ｔ・Ｋ さんは、２０２号と２０３号の借り人の Ｔ・Ｋ さんと一緒なんです
か。

19番
徳永委員

一緒です。

事務局 ２０２号と２０３号は、田んぼだけど、ここは畑なので。シキミが植えてあるので。経
営作が違うので。

7番
牧原委員

それはいいの。前は、田んぼは田んぼ、田んぼと畑は別やったけ。

事務局 本人の経営作が違うわけですよ。

19番
徳永委員

ここはもう、シキミを植えてあるからね。

事務局 経営体が、 Ｔ さんの経営体として、シキミがされてないです。

19番
徳永委員

本人はしてないです。シキミは。

7番
牧原委員

本人はしてなくても、貸してるがね。
だから、自分ののを貸して、他人から借りると・・・

事務局 自分の畑は、良いということじゃなかったですけ。
畑を借りられた訳じゃなくて、田んぼなので。

7番
牧原委員

畑も、田んぼも借りるのは一緒じゃない。
自分のを貸して、借りるちいうのは、おかしいんじゃないのか、ちいうこと。

事務局 畑には、米は作れないですよね。

7番
牧原委員

何で、野米は作いがなったど。

事務局 陸稲は作れるけど・・・
その、前のときは、そういうことで許可をしました。



議 長 いいですか。前にもそういうのがあって・・・
ま、言えば、ハウスの方は畑を持っちょって、畑はなんじゃ作らんじ、ハウスばっかい

作って、人に貸したという例も、今までは認めてきちょった、ち思たいば。
ま、言えば、経営が違うということで。

15番
落司委員

経営は違ごたかもしれんばってんを、前、借っちょって、貸すったおかしはねか、ちい
うのをここで問題になったこっがあったいなぁ。

議 長 そいもあったいば、ま、言えば、ハウスでピーマンかトマトしか作らんじ、他んた作ら
んじ、いらんたっじ、て言うそげんとがあらせんがったけ。

10番
平原委員

ようするに、ほら、ハウスならハウスばっかいしか作らんじ、他んとこいは、くるっ、
ちいうともあったはを。

議 長 あったいなぁ。

7番
牧原委員

永年作だから仕様はないんだけどね、シキミは。

事務局 私が来てからあったんですけど、やっぱりシキミだったと思うんですが、特用林産物
は、自分の経営の中から外してます、他の露地のものを作ってる、と。

その後は、作る人に貸して、自分は露地ができる田んぼや畑をば借りる、というような
のが出てきましたもんね。その時にも少し、どげんやっとけ、ち出たけど、後は大きな問
題にはならんかったと思ってます。

7番
牧原委員

あの、広さが全然違うが、ち思ってよ。
貸す方が多くて、借りる方が少ない。

事務局 Ｔ・Ｋ さんが兼業ということもあるので。
専業農家であればですよ、また、面積的にも広くできるのかなぁ、と思いますけど、兼

業農家ですので、その水稲を中心に、そういった農業しかされていないと思いますので、
畑の方は貸されていると思います。

10番
平原委員

わかったで、よかど。

7番
牧原委員

了解です。

2番
鈴委員

田代ん、採草地のあいも、そげなこっがあったいな。こん前。

4番
木原委員

それはを、言っちゃないやったどん、前ん局長の説明で、要件を満たさんことになる、
ち言うことやらせんがったけ。自分のものを貸して、他ん人んのを借りる、ちいうのは。

そん要件のそこへんが、満たさるったれば良いだろうけど、何か、ダメだ、ちいうこと
で、処理をした記憶もあったどんなぁ。そいが、そん経営基盤強化法の中で謳われちゃっ
とか、その辺が無いんであれば、問題はないと思うけど。

2番
鈴委員

去年も、あん田代ん、 Ｙ さんやったけな、耕作放棄地の問題の再生したところ
を・・・

4番
木原委員

耕作放棄地やっで良かが、ち言っせえ。

2番
鈴委員

似たようなもんいやっであ。

4番
木原委員

前ん局長は、そん頃は、その辺をやかましゅ言っせえ。

事務局 田んぼと畑では違うから良かはなかけ、というのを前の局長は言われたような気がしま
す。



4番
木原委員

経営基盤強化法でその辺のところをどう謳ってあるのか、あたいも、もうその辺は覚え
ちょらんで・・・

ま、そこせかクリア出来ったれば、良いんじゃねと。
ま、言えば自分の農地を管理していない、耕作していない、というのに該当する要件が

あればダメだ、ち思たいば。

事務局 貸してはいけない、というところは謳ってなかったような気がします。

4番
木原委員

ここで認めて、県あたいかい指摘を受けたいとか、そんなのが無ければ、皆が承認すれ
ば、済んこっじゃいかも知れん。

17番
寺田委員

極端に言えば、大根占水田でハウスを借ってを、作っちょい衆はどっさいおいわけやら
を。そん衆が、上辺の畑を持っちょって、そん畑を他人せえ貸せがならんてなればを、
かった耕作放棄地やら、荒山やらを・・・

ま、木原さんが言うのは、それを通していく条件を満たしているのか、ち言うこっ
じゃっち思たいば。

4番
木原委員

前は、ダメじゃ、ち。

事務局 前の局長が言やったときには、本人さんが経営者としてですよ・・・
何と言うんですけ。田んぼも畑も作ってる人が、その畑を貸すとなったらおかしい、と

言う風に言われなかったですけ。
例えば、もう田んぼしかない人が、実質的には畑は、・・・

18番
安水委員

あんまい悪質じゃね限いは、・・・

15番
落司委員

誰かやったたいばっな、借りて、今度は、貸せた、ちいうこっやれ。
そいは、おかしはねか、ち言うこっで、ここでちっとばっかい言うたような気がすった

ばっな。いっじゃったかは、わからんば。

3番
東郷委員

田代ののを去年、耕作放棄地事業に・・・、今年や、お願いがしっおいばっを。
あれで・・・

事務局 そこは地目が同じ田だったので、問題であったわけであって。
田んぼを貸して、田んぼを借りる、というのはおかしんじゃないか、ということであっ

て・・・

9番
樋渡委員

土地の集積というこを考えれば、あんまい難っかす言えば、土地の集積ち言うたでけん
ごんなっどなぁ。

事務局 だから耕作放棄地の解消であるち言うことで、新しいんじゃないんのかということで、
話があったんでしたから。

たとえば、田んぼと田んぼじゃなく、田んぼと畑では、やはり、また、条件が違ってく
るところも若干ある訳ですよね。

2番
鈴委員

ま、を。たとえば、あそこは離れちょっじ人に貸せっせえ、こっちん纏めっせえ、自分
の土地の隣をば借りようかという、集積しようというような話も出て来るち思うわけを。

良かとじゃねどかい、ち思たいばを。おいや。

4番
木原委員

別にどうち言うあれじゃなくて、後で、どうこうちいう、法的に問題せか、別にねけ
や。

事務局 基盤強化法での利用権設定というのは、農地利用集積計画となってますね。
ま、鈴委員も言われたように農地の集積ですので、例えば、自分がそのぉ、耕作に便利

なところをまとめて借りて、反対に不便なところは他のまた集積される方に貸すというこ
とはあり得るというふうに・・・。

目的が集積ですので、そういう意味から言ったらあり得るのかなぁ、とは思いますけ
ど・・・



1番
近川委員

解釈の仕方じゃれば、良か方せえ、考ぐれば良かとを。

4番
木原委員

この件ぬ反対すいわけじゃねわけを。

15番
落司委員

良か、ち言えば良かわけを。

9番
樋渡委員

前向きに考えて行かんと集積ちいうのはでけんごっなっど。

議 長 他にありませんか。

委 員 （委員の中から「ありません」の声）

議 長 異議なしと認めます。 「議案第３１号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規
定による農用地の利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」のうち

受付番号２０２号から２２４号についてを採決します。
お諮りします。 議案第３１号のうち受付番号２０２号から２２４号については、原案

のとおり決定することに異議ありませんか。

委 員 （委員の中から「異議なし」の声）

議 長 異議なしと認めます。したがいまして、「議案第３１号 農業経営基盤強化促進法第１
３条第４項の規定による農用地の利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請に
ついて」のうち受付番号２０２号から２２４号については、原案のとおり許可することに
決定しました。

ここで、○○番 Ｍ 委員の退室を求めます。 （ Ｍ 委員＝退室）

次に 「議案第３１号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農用地利
用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」のうち受付番号２２５号と
２２６号についてを議題とします。事務局の説明をお願いいたします。

事務局 それでは、「議案第３１号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農用
地利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」の受付番号２２５号と
２２６号について、説明いたします。

事務局 受付番号２２５号と２２６号につきましては、貸し人、借り人共に同一ですので、続け
て説明いたします。

この２件の貸し人は、 Ｍ・Ｓ さん、 Ｋ 市在住の方です。
申請地は、
２２５号が、神川字黒瀬６４７３番１、現況地目は畑、地積は、５，１２０㎡
２２６号が、神川字大平６４７７番４、現況地目は畑、地積は、６，３４３㎡ で、

２筆の合計は、１１，４６３㎡となります。
貸付期間は平成２５年１２月１５日から平成３０年１２月１４日まで、小作料は、

全部で １１５，０００円となっています。
借り人は、 Ｍ・Ｎ さん、 Ｍ 自治会の方です。経営規模は、世帯員４、従事者

２、雇用労働力は年間延べ８３３人、自作地１６，８８４㎡、小作地２９，９５５㎡で、
しょうが、干し大根、ニンニクを主体にした経営をされています。

農業従事日数は３００日、農業機械の所有状況は、トラクター、トラックがそれぞれ４
台と管理機２台、ショベル１台となっています。

担当調査委員は、５番の厚ヶ瀬委員です。 以上です。



議 長 ただ今、事務局から説明がありましたが、担当調査委員の調査報告をお願いいたしま
す。

５番厚ヶ瀬委員、お願いいたします。

5番
厚ヶ瀬委員

報告いたします。
受付番号２２５号と２２６号ですが、借り人の Ｍ・Ｎ さんは、 ○○ でもあり、

また、認定農家でもございます。
タバコを廃作されまして、現在、しょうが、ニンニク等を幅広く植え付けて、耕作をさ

れてます。
周りの方にもどんどん推進されまして、意欲と能力のある、また、年間を通して農業に

も従事されてます。
審議のほどをよろしくお願いいたします。 終わります。

議 長 ただ今、受付番号２２５号と２２６号について、担当委員から調査報告がありました
が、質問、異議等はございませんか。

委 員 （委員の中から「ありません」の声）

議 長 異議なしと認めます。 「議案第３１号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規
定による農用地の利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」のうち

受付番号２２５号から２２６号についてを採決します。
お諮りします。 議案第３１号のうち受付番号２２５号と２２６号については、原案の

とおり決定することに異議ありませんか。

委 員 （委員の中から「異議なし」の声）

議 長 異議なしと認めます。したがいまして、「議案第３１号 農業経営基盤強化促進法第１
３条第４項の規定による農用地の利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請に
ついて」のうち受付番号２２５号と２２６号については、原案のとおり許可することに決
定しました。

ここで、○○番 Ｍ 委員の入室を許します。 （ Ｍ 委員＝入室）

続いて、○○番 Ｈ 委員の退室を求めます。 （ Ｈ 委員＝退室）

次に 「議案第３１号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農用地利
用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」のうち受付番号２２７号か
ら２３４号についてを議題とします。事務局の説明をお願いいたします。

事務局 それでは、「議案第３１号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農用
地利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」の受付番号２２７号か
ら２３４号について、説明いたします。

まず、受付番号２２７号の貸し人は、 Ｋ・Ｔ さん、 Ｈ 自治会の方です。
申請地は、
・田代麓字塩井川１８６０番１、現況地目は田、地積は、１，９５７㎡ です。
貸付期間は平成２６年１月１日から平成３１年１２月１４日まで、小作料は、

米２俵となっています。
借り人は、 Ｋ さん、本年２月に法人化された、 Ｈ 自治会に拠点を置く農業生産

法人です。経営規模は、構成員６、雇用労力は２００日となっています。
農業機械の所有状況は、コンバイン４台、乾燥機６台、トラクター２台の他、田植え

機、畦塗り機、マニュアスプレッダ―がそれぞれ１台となっています。
今までは、任意の共同利用組織として、水稲作に係る受託作業を主体に、運営をされて

きましたが、今後は、農業生産法人として、共同で農業経営に取り組まれるとのことで
す。



以下、受付番号２３４号までの借り人は、 Ｋ さんですので、経営概況等の説明
は、省略します。

また、受付番号２２７号から２３４号の担当調査委員は、８番の鍋委員です。

次の受付番号２２８号の貸し人は、 Ｍ・Ａ さん、 Ⅰ 自治会の方です。
申請地は、
・田代麓字永山１２７７番、現況地目は畑、地積は、３，３２４㎡ です。
貸付期間は平成２６年１月１日から平成３１年１２月１４日まで、小作料は、

６３，０００円となっています。

次の受付番号２２９号の貸し人は、 Ｍ・Ｍ さん、 Ｙ 自治会の方です。
申請地は、
・田代麓字洗切２０５４番１０、現況地目は田、地積は、１，３７５㎡ です。
貸付期間は平成２６年１月１日から平成３１年１２月１４日まで、小作料は、

米１俵となっています。

次の受付番号２３０号の貸し人は、 Ｏ・Ｆ さん、 Ｋ 自治会の方です。
申請地は、
・田代麓字落ノ口２３２０番１、現況地目は田、地積は、１，４８３㎡ です。
貸付期間は平成２６年１月１日から平成３１年１２月１４日まで、小作料は、

米１俵となっています。

次の受付番号２３１号と２３２号の貸し人は、 Ｋ・Ｙ文 さん、 Ｈ 自治会の方で
す。

申請地は、
２３１号が、田代麓字土屋２２７４番１、現況地目は田、地積は、９９１㎡
２３２号が、田代麓字上田野首２４９７番１、現況地目は田、地積は、１，２４７㎡

で、２筆の合計は、２，４１８㎡となっています。
貸付期間は平成２６年１月１日から平成３１年１２月１４日まで、小作料は、

全部で米５俵となっています。

事務局 次の受付番号２３３号と２３４号の貸し人は、 Ｋ・Ｋ さん、 Ｈ 自治会の方で
す。

申請地は、
２３３号が、田代麓字土屋２２７３番１、現況地目は田、地積は、１，２１３㎡
２３４号が、田代麓字土屋２２７３番２、現況地目は田、地積は、７００㎡ で、

２筆の合計は、２，４１８㎡となっています。
貸付期間は平成２６年１月１日から平成３１年１２月１４日まで、小作料は、

全部で米２俵となっています。

以上です。

議 長 ただ今、事務局から説明がありましたが、担当調査委員の調査報告をお願いいたしま
す。

受付番号２２７号から２３４号について、８番鍋委員、お願いいたします。



8番
鍋委員

それでは、説明いたします。
今、説明がありましたけれども、私も調査してきましたので、一応、こちらの方で説明

したいと思います。
２２７号から２３４号までの借り人の Ｋ ですが、先ほどありましたように、今年の

２月に発展的に発足しました農事組合法人で、前身は Ｋ 地区５集落、構成員が２５名
ということで、平成９年より任意組織で、主に水田の受託の作業を行ってこられていま
す、 Ｋ です。

ここの組合長は、 ○○ である Ｈ・Ｔ さんです。
今回の利用権設定で、２２７号から２３４号のうち、今まで Ｈ さん個人名で設定さ

れていたものを、今年２月に組織を農事組合法人化したことにより、今後の設定は、組合
との契約にするということでした。２３０号と２３１号については、今回、新たに設定を
結ぶということです。

いずれの土地も、今まで管理作業をされておられ、また、組合において、あらゆる種類
の農業機械等も準備されており、構成員と、また、実績などを考えましても何ら問題はな
いものと思います。

それから２２８号の小作料の件ですが、ここは肝属南部の永山団地の中にありまして、
条件の良いことと、それから、水稲の育苗をするためのハウスが建てられておりまして、
さらに、水の使用料を払っているという関係で、小作料が高くなっているということでし
た。 終わります。

議 長 ただ今、受付番号２２７号から２３４号について、担当委員から調査報告がありました
が、質問、異議等はございませんか。

2番
鈴委員

いいですか。
この小作料ですが、大体１反歩１俵くらいで借りていらっしゃるようですけれども、こ

の２３１・２３２号だけが、ちょっと高いようですが何か理由があるんですか。

事務局 はい。私が受付をしたときに聞いたんですけれども、今まで借りていた小作料で今度も
やっていく、ちいうことでしたので、この分は高かったけど、これでいくという話を聞き
ました。

他の方も、いらない、ち。この１俵の方々は、いらない、ちいうことだったけど、組合
が借りるんだからゼロちいうのはおかしいだろうという組合長の判断で、１俵ずつつけて
あります。

10番
平原委員

こん畑は、何ゆ作っと。。

8番
鍋委員

ハウスです。

事務局 育苗ハウスです。肝属南部の土地です。

議 長 他にありませんか。

委 員 （委員の中から「ありません」の声）

議 長 異議なしと認めます。 「議案第３１号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規
定による農用地の利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」のうち

受付番号２２７号から２３４号についてを採決します。
お諮りします。 議案第３１号のうち受付番号２２７号から２３４号については、原案

のとおり決定することに異議ありませんか。

委 員 （委員の中から「異議なし」の声）



議 長 異議なしと認めます。したがいまして、「議案第３１号 農業経営基盤強化促進法第１
３条第４項の規定による農用地の利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請に
ついて」のうち受付番号２２７号から２３４号については、原案のとおり許可することに
決定しました。

ここで、○○番 Ｈ 委員の入室を許します。 （ Ｈ 委員＝入室）

続いて、○○番 Ｔ 委員の退室を求めます。 （ Ｔ 委員＝退室）

次に 「議案第３１号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農用地利
用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」のうち受付番号２３５号に
ついてを議題とします。事務局の説明をお願いいたします。

事務局 それでは、「議案第３１号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規定による農用
地利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」の受付番号２３５号に
ついて、説明いたします。

事務局 受付番号２３５号の貸し人は、 Ｔ・Ｔ さん、 Ｋ 自治会の方です。
申請地は、
・神川字真手ヶ山４６１２番、現況地目は畑、地積は、３，６３９㎡ です。
貸付期間は平成２５年１２月１５日から平成３０年１２月１４日まで、小作料は、

４０，０００円となっています。
借り人は、 Ｔ・Ｔ さん、 Ｋ 自治会の方です。経営規模は、世帯員５、従事者

４、自作地１２，２１３㎡、小作地１８，８９５㎡で、大根、バレイショを主体にした経
営をされています。

農業従事日数は３００日、農業機械の所有状況は、トラクター２台の他、いも掘り機、
管理機、田植え機、軽トラック、トラックがそれぞれ１台となっています。

担当調査委員は、１３番の鮫島委員です。 以上です。

議 長 ただ今、事務局から説明がありましたが、担当調査委員の調査報告をお願いいたしま
す。

受付番号２３５号について、１３番鮫島委員、お願いいたします。

13番
鮫島委員

ご報告申し上げます。
２３５号の貸し人の Ｔ・Ｔ さんは、皆さんご承知の ○○の Ｔ さんでございま

す。
また、借り人の Ｔ・Ｔ さんは、 Ｋ 自治会内において、大根そしてバレイショな

どを作っておられる方でございまして、皆さんご承知のことと思いますけれども、畑の方
の利用状況もきちっとされております。

意欲、能力ともに備えておられ、何ら問題はないかと思いますのでよろしくお願いいた
します。

議 長 ただ今、受付番号２３５号について、担当委員から調査報告がありましたが、質問、異
議等はございませんか。

委 員 （委員の中から「ありません」の声）

議 長 異議なしと認めます。 「議案第３１号 農業経営基盤強化促進法第１３条第４項の規
定による農用地の利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について」のうち

受付番号２３５号についてを採決します。
お諮りします。 議案第３１号のうち受付番号２３５号については、原案のとおり決定

することに異議ありませんか。

委 員 （委員の中から「異議なし」の声）



議 長 異議なしと認めます。したがいまして、「議案第３１号 農業経営基盤強化促進法第１
３条第４項の規定による農用地の利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請に
ついて」のうち受付番号２３５号については、原案のとおり許可することに決定しまし
た。

ここで、○○番 Ｔ 委員の入室を許します。 （ Ｔ 委員＝入室）

次に 「議案第３２号 非農地証明願いについて」を議題とします。
事務局の説明をお願いいたします。

事務局 それでは、「議案第３２号 非農地証明願いについて」説明いたします。

事務局 資料は、 ３６ページからになります。
受付番号３号の申請人は、 Ｎ・Ｔ さん、 Ｔ 在住の方です。
申請地は、
・馬場字大橋１８３番２、地籍は４１４㎡です。
地目は、台帳では畑となっていますが、現況は、雑種地であります。
会務報告でも報告しましたとおり、１８日に Ｎ さんの代理人の立ち合いを求め、宿

利原会長と調査委員の平原さん、事務局職員２名で現地の確認もしたところであります。
調査報告につきましては、１０番の平原委員にお願いします。

受付番号４号の申請人は、 Ｎ・Ｍ さん、 Ｓ 自治会の方です。
申請地は、
・田代麓字高田山５０９４番５、地籍は１，１６６㎡です。
地目は、台帳では田となっていますが、現況は、原野であります。
会務報告でも報告しましたとおり、１８日に申請人の立ち合いを求め、宿利原会長と調

査委員の基さん、事務局職員３名で現地の確認もしたところであります。
調査報告につきましては、２０番の基委員にお願いします。

以上です。

議 長 ただ今、事務局から説明がありましたが、順次、担当調査委員の調査報告をお願いいた
します。

初めに、受付番号３号について、１０番平原委員、お願いいたします。

10番
平原委員

調査報告いたします。
今、局長から話がありましたとおり、１８日に現地に行ってきたんですが、場所は、

Ｋ の裏側にあたります。すぐ左に曲がって海岸線に行く途中です。２件目かな。
昔から、私が知ってる限り、ここはずっともう荒地で、たまに雑草の草払いはしてある

場所で、別に畑にしよう、と言うような場所でもないようです。
以上です。

議 長 ありがとうございました。
次に、受付番号４号について、２０番基委員、調査報告をお願いいたします。

20番
基委員

はい、報告いたします。
先ほどと一緒で、１１月１８日ですね。２時３０分に現地を確認してきました。
Ｓ のですね、国道４４８号を挟んだ、 Ｓ から１５０ｍ南側になります。
ここは、元々田んぼでしたけれども、今で言う、迫田、水持ちが良くて田んぼには適さ

ない農地でしたけれども、４５年前から耕作をしていないということで原野と同然です。
今回、ちょっと埋め立てておられまして、現況ではございませんけれども、非農地として
も良いのでは、ということで、私と会長と事務局３人で確認しました。

以上です。

議 長 ただ今、担当委員から調査報告がありましたが、質問、異議等はございませんか。



委 員 （委員の中から「ありません」の声）

議 長 異議なしと認めます。 「議案第３２号 非農地証明願について」を採決します。
お諮りします。 議案第３２号については、原案のとおり決定することに異議ありませ

んか。

委 員 （委員の中から「異議なし」の声）

議 長 異議なしと認めます。したがいまして、「議案第３２号 非農著証明願について」は、
原案のとおり証明することに決定しました。

以上で平成２５年度第８回錦江町農業委員会定例総会の附議事項の協議を終了いたしま
す。

議長
（会長）

20番

1番

議事録調整者 折久木まり子


